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県
内
で
も
全
県
を
対
象

に
１
月
27
日
か
ら
２
月
20

日
ま
で
の
間
、
全
て
の
圏

域
に
つ
い
て
感
染
警
戒
レ

ベ
ル
を
６
と
し
「
ま
ん
延

防
止
等
重
点
措
置
」
が
講

じ
ら
れ
、
さ
ら
に
３
月
６

日
ま
で
２
週
間
の
延
長
措

置
が
と
ら
れ
ま
し
た
。
町

内
で
も
、
年
明
け
後
職
員
１
名

を
含
む
10
名
の
方
の
感
染
確
認

が
あ
り
ま
し
た
が
、
幸
い
順
調

に
回
復
さ
れ
、
町
内
で
の
感
染

拡
大
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
の
感
染
拡
大
を
押
さ
え
る

た
め
、
速
や
か
に
３
回
目
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
を
進
め
、
２
月
７

日
か
ら
65
歳
以
上
の
皆
さ
ま
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
当
初
の
予
定

を
前
倒
し
し
て
実
施
し
て
お
り

ま
す
。
今
後
、
順
次
若
い
世
代

に
広
げ
、
４
月
中
に
は
18
歳
以

　

令
和
４
年
度
予
算
編
成
の
基

本
方
針
に
つ
い
て
。

　

日
本
経
済
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
よ
る

影
響
が
甚
大
で
あ
り
、
こ
れ
ま

で
に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
正

に
未
曾
有
の
国
難
と
も
言
う
べ

き
局
面
に
直
面
し
て
い
る
と
考

え
ま
す
。
厳
し
い
状
況
下
で
は

上
の
対
象
者
の
接
種
を
終
了
さ

せ
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

あ
り
ま
す
が
、
５
期
目
初
年
度

と
な
る
令
和
４
年
度
の
当
初
予

算
に
つ
い
て
は
、『N

agaw
a N

- 
ext Vision V

』
に
掲
げ
た
施

策
を
推
進
し
て
い
く
た
め
「
至

誠
天
に
通
ず
」
の
如
き
真
心
を

込
め
て
、
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。
８
つ
の
宣

言
、
１
０
１
の
約
束
を
確
実
に

着
実
に
実
行
・
実
現
で
き
る
よ

う
、
何
よ
り
町
に
住
む
皆
さ
ま

が
し
あ
わ
せ
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、「
防
災
・
減
災
・

コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い
」
を
合
言

葉
に
各
施
策
を
進
め
、
か
つ
将

来
に
わ
た
っ
て
希
望
と
期
待
を

抱
き
、
安
定
し
た
持
続
可
能
な

長
和
町
の
発
展
に
繋
が
る
よ
う

な
予
算
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、

支
出
を
抑
え
つ
つ
住
民
サ
ー
ビ

ス
に
直
結
す
る
事
業
に
工
夫
し

な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
予
算

案
と
し
、
一
般
会
計
予
算
で
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
つ
い
て
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

推
進
を
基
軸
に
、
関
連
す
る
支

援
な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
み

ま
す
。　
　
　
　
　
　
（
抜
粋
）

　

猛
威
を
振
る
っ
て
い
る
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、

年
明
け
頃
か
ら
第
６
波
と
い
わ

れ
る
今
ま
で
に
な
い
急
激
な
感

染
拡
大
を
引
き
起
こ
し
、
現
在

主
流
と
な
っ
て
い
る
オ
ミ
ク
ロ

ン
株
は
重
症
化
す
る
リ
ス
ク
は

低
い
と
言
わ
れ
る
も
の
の
感
染

力
が
強
く
、
そ
の
広
が
り
方
は

報
道
等
で
伝
え
ら
れ
て
い
る
と

お
り
で
す
。

　

承
認
第
１
号
「
専
決
処
分
し

た
令
和
３
年
度
長
和
町
一
般
会

計
補
正
予
算︵
第
11
号
）」に
つ

い
て
。
現
在
の
最
優
先
課
題
と

言
え
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
関
連
事
業
で
、
緊
急
経

済
対
策
事
業
と
し
て
、
第
６
波

対
応
事
業
者
支
援
交
付
金
事
業

に
係
る
経
費
１
７
０
０
万
円
に

つ
い
て
専
決
処
分
を
行
っ
た
も

の
で
、
財
源
は
県
支
出
金
を
充

て
て
お
り
ま
す
。

長和町議会 令和４年３月第１回定例会が、長和町役場議場に於い
て、２月２５日（金）から３月１８日（金）までの２２日間の会期で開か 
れ、報告５件、発議２件、承認１件、条例案９件、令和４年度予算
案１０件、令和３年度補正予算案９件、指定管理者の指定について４
件、人事案２件、その他２件について審議されました。

また、８人の議員が一般質問を行いました。

町
長
提
案
理
由
の
説
明

公
約
に
掲
げ
た
施
策
を
実
現
す
る
た
め
、　　

　

真
心
を
込
め
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す

４
月
ま
で
に
３
回
目
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
を
終
了
し
ま
す

持
続
可
能
な
長
和
町
の
発
展

に
繋
が
る
予
算
編
成
に

第
６
波
対
応
事
業
者
支
援
交

付
金
事
業
を
実
施
し
ま
し
た

３月３月
議会議会
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令和４年度一般会計・特別会計予算を可決しました！

町のお金はどんな事業に使われる？

あ
り
ま
す
が
、
５
期
目
初
年
度

と
な
る
令
和
４
年
度
の
当
初
予

算
に
つ
い
て
は
、『N

agaw
a N

- 
ext Vision V

』
に
掲
げ
た
施

策
を
推
進
し
て
い
く
た
め
「
至

誠
天
に
通
ず
」
の
如
き
真
心
を

込
め
て
、
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。
８
つ
の
宣

言
、
１
０
１
の
約
束
を
確
実
に

着
実
に
実
行
・
実
現
で
き
る
よ

う
、
何
よ
り
町
に
住
む
皆
さ
ま

が
し
あ
わ
せ
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、「
防
災
・
減
災
・

コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い
」
を
合
言

葉
に
各
施
策
を
進
め
、
か
つ
将

来
に
わ
た
っ
て
希
望
と
期
待
を

抱
き
、
安
定
し
た
持
続
可
能
な

長
和
町
の
発
展
に
繋
が
る
よ
う

な
予
算
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、

支
出
を
抑
え
つ
つ
住
民
サ
ー
ビ

ス
に
直
結
す
る
事
業
に
工
夫
し

な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
予
算

案
と
し
、
一
般
会
計
予
算
で
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
つ
い
て
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

推
進
を
基
軸
に
、
関
連
す
る
支

援
な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
み

ま
す
。　
　
　
　
　
　
（
抜
粋
）

令和４年度令和４年度

予算予算
一般会計一般会計 5959億億2,0002,000万円万円

特別会計 特別会計 2121億億922922万円万円

令和４年度 長和町会計別予算額
会　計　名 ４年度予算額 ３年度予算額 増減額

 一般会計 ５９億２,０００万円 ６１億１,３００万円 △１億９,３００万円

国民健康保険特別会計 ８億８００万円 ７億６,９００万円 ３,９００万円

国民健康保険歯科診療所事業特別会計 １,５００万円 １,５００万円 ０万円

後期高齢者医療特別会計 ９,３００万円 ９,０００万円 ３００万円

介護保険特別会計 １０億９,６００万円 １０億７,２００万円 ２,４００万円

同和地区住宅新築資金等貸付特別会計 ５２２万円 ５３５万円 △１３万円

観光施設事業特別会計 ９,２００万円 ９,８００万円 △６００万円

 特別会計合計 ２１億９２２万円 ２０億４,９３５万円 ５,９８７万円

合　　計 ８０億２,９２２万円 ８１億６,２３５万円 △１億３,３１３万円

令和４年度 上水道事業会計予算額　（単位：千円）

科　目 　金　額 内　容　

収益的収支
事業収益 ２６４，７７２ 給水収益 151,771 , 他会計補助金 24,049 他

事業費用 ２８４，６０６ 減価償却費 164,743 , 支払利息等 20,440 他

　注）収益的収支とは、水道料金などの収入と、運営に必要な維持管理費、減価償却費などの支出を表します。

資本的収支
資本的収入 ４２，１７７ 他会計補助金 41,898 他

資本的支出 ８３，２６８ 建設改良費 2,710 , 企業債償還金 79,558 他

　注）資本的収支とは、施設の建設や更新に関する投資的な収入と支出を表します。

令和４年度 公共下水道事業及び排水処理施設事業会計予算額　（単位：千円）

科　目 　金　額 内　容　

収益的収支
事業収益 ４８６，４９９ 下水道使用料 112,931 , 補助金 124,732 他

事業費用 ４８２，４２２ 減価償却費 329,564 , 支払利息等 27,151 他

資本的収支
資本的収入 １５４，１０６ 他会計補助金 141,456 他

資本的支出 ２８４，８９２ 建設改良費 1,050 , 企業債償還金 282,842 他
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　 ＜ 議会議員が注  視する町の予算 ＞  　　 ＜ 議会議員が注  視する町の予算 ＞  　

町のお金はこんな  事業に使われます！町のお金はこんな  事業に使われます！ 町内巡回バス運行委託料
町内巡回バス運行委託料

5,8415,841万円万円

非常備消防費非常備消防費
長和町消防団関係費用
長和町消防団関係費用

4,4594,459 万円万円

新型コロナウイルスワクチン
新型コロナウイルスワクチン

接種事業／体制確保事業
接種事業／体制確保事業

1,6481,648万円万円

子育て世帯支援事業補助金
子育て世帯支援事業補助金

長和町独自事業
長和町独自事業！！

8484万万55 千円千円

よ
り
便
利
で
快
適
に

よ
り
便
利
で
快
適
に
町
内
巡
回
バ
ス

町
内
巡
回
バ
ス

　　
〝
な
が
わ
ご
ん
〟

〝
な
が
わ
ご
ん
〟を
運
行
し
ま
す
。

を
運
行
し
ま
す
。

長
和
町

長
和
町
消
防
団
員

消
防
団
員
等
の
等
の
活
動
活
動
をを
支
援
支
援
、、

　　

    

報
酬
報
酬
等
を
等
を
増
額
増
額
し
、
し
、出
動
手
当

出
動
手
当
を
規
定

を
規
定
！！

新
型
コ
ロ
ナ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

ワ
ク
チ
ン

　　
接
種
接
種
を
速
や
か
に
進
め
ま
す
。

を
速
や
か
に
進
め
ま
す
。

1818
歳
未
満
歳
未
満
の
国
民
健
康
保
険
税

の
国
民
健
康
保
険
税

　
　
　
　
均
等
割
額

均
等
割
額
のの
半
額
半
額
をを
補
助
！
補
助
！

　

路
線
ご
と
の
利
用
者
数

な
ど
を
把
握
し
て
、
利
用

者
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
バ

ス
ダ
イ
ヤ
に
随
時
改
正
す

る
な
ど
、
新
公
共
交
通
体

系
の
利
便
性
と
運
行
効
率

の
向
上
へ
の
取
り
組
み
を

継
続
し
て
い
き
ま
す
。

　

消
防
団
員
の
年
額
報
酬
を
増
額
し
、
出

動
手
当
て
を
定
め
ま
し
た
。

　

長
和
町
消
防
団
員
等
の
報
酬
及
び
出
動

に
係
わ
る
報
酬
１
５
９
４
万
円
、
退
職
報

償
金
掛
金
４
８
０
万
円
、
退
職
金
４
５
０

万
円
、
分
団
運
営
費
５
８
２
万
５
千
円
、

軽
積
載
車
購
入
２
０
０
万
円
等
。
消
防
団

員
の
定
数
は
、
近
年
の
実
態
か
ら
３
５
０

人
か
ら
２
５
０
人
に
改
め
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
拡
大
と
重
症
化
を
防
ぐ
た

め
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
の
接
種
を
進
め
ま
す
。

令
和
４
年
度
は
12
歳
以
上
の
３

回
目
と
５
歳
か
ら
11
歳
、
未
接

種
の
町
民
が
対
象
で
、
２
７
０ 

０
人
を
想
定
。
４
月
中
に
は
希

望
者
の
接
種
を
完
了
し
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
よ
り
開
始
さ
れ
る

未
就
学
児
の
均
等
割
額
の
軽
減
に

合
わ
せ
、
町
独
自
に
６
歳
以
上
18

歳
未
満
の
被
保
険
者
に
均
等
割
額

が
半
額
軽
減
と
な
る
よ
う
補
助
金

が
交
付
さ
れ
ま
す
。
補
助
金
額
は

（
軽
減
な
し
の
場
合
の
）均
等
割
額

２
９
６
４
０
円
に
対
し
、
半
額
の

１
４
８
２
０
円
と
な
り
ま
す
。
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　 ＜ 議会議員が注  視する町の予算 ＞  　　 ＜ 議会議員が注  視する町の予算 ＞  　

町のお金はこんな  事業に使われます！町のお金はこんな  事業に使われます！直売施設運営経費
直売施設運営経費

駐車場・トイレ改修工事
駐車場・トイレ改修工事

6,4006,400 万円万円

公園管理費・施設整備工事
公園管理費・施設整備工事

1,5051,505万円万円

地域おこし協力隊
地域おこし協力隊

４４人＋人＋４４人の人の

　活動費と人件費
　活動費と人件費

3,5273,527万円万円

〝〝
和
田
宿
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

和
田
宿
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
〟〟をを

　
　
　
　
改
修

　
　
　
　
改
修
し
て
、
し
て
、道
の
駅
道
の
駅
に
し
ま
す
。

に
し
ま
す
。

長
和
町
長
和
町
をを
運
営
運
営
す
る
た
め
に

す
る
た
め
に

　
　
　
必
要
な
人
件
費

　
　
　
必
要
な
人
件
費
を
支
出
し
ま
す
。

を
支
出
し
ま
す
。

古
町
古
町〝〝
い
こ
い
の
丘
公
園

い
こ
い
の
丘
公
園
〟〟をを

  

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン（（
改
良
整
備

改
良
整
備
））し
ま
す
。

し
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
人
と
町
を

の
人
と
町
を

    

元
気
元
気
に
す
る
に
す
る
活
動
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

を
支
援
し
ま
す
。

　

令
和
４
年
４
月
１
日
よ
り
新
和
田
ト

ン
ネ
ル
が
無
料
化
さ
れ
、
通
行
量
の
増

加
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
こ
れ
に
合
わ
せ

て
国
道
１
４
２
号
の
拠
点
施
設
で
あ
る

「
和
田
宿
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」を「
道
の
駅
」

化
し
て
観
光
・
情
報
発
信
の
拠
点
と
す

る
た
め
、
ト
イ
レ
及
び
駐
車
場
の
再
整

備
を
行
い
ま
す
。
今
年
の
秋
か
ら
工
事

を
始
め
、
令
和
５
年
春
の
完
成
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。

　

依
田
窪
病
院
の
東
に
立
地
す
る

「
い
こ
い
の
丘
公
園
」の
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
工
事
を
行
い
ま
す
。
公
園

の
遊
具
の
設
置
や
設
備
の
更
新
を

行
い
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で

誰
も
が
利
用
し
や
す
い
魅
力
的
な

公
園
に
し
ま
す
。
令
和
４
年
度
は

排
水
設
備
や
駐
車
場
の
整
備
を
、

令
和
５
年
度
に
は
遊
具
の
設
置
等

を
行
う
予
定
で
す
。

　

町
に
は
現
在
４
名
の
地
域
お
こ

し
協
力
隊
が
着
任
し
て
お
り
、
空

き
家
の
解
消
や
古
民
家
の
再
生
、

地
域
再
生
に
向
け
た
イ
ベ
ン
ト
の

開
催
や
町
の
情
報
発
信
な
ど
に
日 

々
活
躍
し
て
い
ま
す
。
令
和
４
年

度
は
、
立
岩
和
紙
の
伝
承
保
存
や

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
観
光
力
向
上

に
も
力
を
入
れ
ま
す
。

議会議員報酬・手当
議会議員報酬・手当1010人人

  3,1193,119 万円万円

特別職人件費特別職人件費３３人人

  4,3414,341万円万円

正規職員人件費
正規職員人件費 9797人人

  77億億6,1276,127万円万円

会計年度任用職員
会計年度任用職員

　人件費　人件費143143 人人

  22億億3,7513,751万円万円

行政事務包括業務
行政事務包括業務

　　委託料委託料 8484 人人

  22億億216216 万円万円
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特
別
仕
様
な
ど
購
入
価
格
が

割
高
に
思
う
が
、
ど
の
よ
う
な

内
容
か
。

  

園
児
送
迎
用
の
バ
ス
で
あ
る

た
め
仕
様
が
複
雑
で
あ
り
、
需

  

依
田
窪
医
療
福
祉
事
務
組
合

負
担
金
が
、
３
５
０
０
万
円
ほ

ど
昨
年
度
よ
り
増
え
て
い
る
が

こ
の
要
因
は
。

  

病
院
運
営
計
画
に
基
づ
い
て

上
田
市
と
長
和
町
の
負
担
金
と

し
て
病
院
か
ら
請
求
が
来
る
。

金
額
は
、
機
器
購
入
な
ど
が
あ

り
、毎
年
変
動
す
る
。
し
か
し
、

町
と
し
て
も
金
額
が
大
き
い
た

め
、
病
院
と
強
く
交
渉
を
行
っ

て
い
る
。

要
も
少
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
の

金
額
で
な
る
こ
と
を
ご
理
解
い

た
だ
き
た
い
。

  

リ
ー
ス
で
の
購
入
は
検
討
し

た
か
。

  

リ
ー
ス
で
は
単
年
度
の
コ
ス

ト
は
低
い
が
、
最
終
的
な
額
で

は
高
額
に
な
る
。
ま
た
、
今
回

は
起
債
を
使
う
た
め
、
一
括
で

の
購
入
と
し
た
。

  

バ
ス
を
利
用
し
て
い
る
園
児

は
何
人
か
。

  

大
門
方
面
が
10
～
15
人
、
古

町
方
面
が
30
人
程
で
あ
る
。

る
か
。

  

令
和
４
年
度
で
コ
ン
ビ
ニ
交

付
シ
ス
テ
ム
構
築
費
用
の
特
別

交
付
税
措
置
が
終
了
と
な
る
こ

と
か
ら
計
上
し
た
。
各
種
証
明

書
が
町
外
や
開
庁
時
間
外
で
も

取
得
で
き
、
郵
送
請
求
の
負
担

軽
減
に
も
な
る
。
カ
ー
ド
活
用

の
拡
充
が
図
れ
普
及
に
繋
が
る

な
ど
、
費
用
対
効
果
に
つ
い
て

も
考
え
た
。
カ
ー
ド
保
有
率
の

期
限
が
迫
っ
て
い
る
、
ま
た
、

コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
要
望
が
増
え

て
い
る
、
窓
口
業
務
の
緩
和
な

ど
を
総
合
的
に
判
断
し
た
。

  

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普

及
率
は
。

  

２
月
末
で
の
交
付
件
数
は
２ 

１
３
９
件
で
、
住
民
人
口
の
36
・ 

３
％
で
あ
る
。

  

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
事

業
の
利
点
と
普
及
率
に
鑑
み
て

事
業
は
見
合
っ
て
い
る
と
考
え

  

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
の
実
施

に
つ
い
て
、
参
加
者
の
確
保
と

実
施
方
法
を
４
月
の
広
報
等
で

き
ち
ん
と
周
知
し
て
ほ
し
い
。

  

５
月
30
日
の
ご
み
ゼ
ロ
の
日

に
合
わ
せ
て
、
ご
み
ゼ
ロ
運
動

の
期
間
を
設
け
て
い
る
。
そ
の

期
間
中
の
日
曜
日
、
５
月
29
日

か
６
月
の
第
１
日
曜
日
の
い
ず

　

令
和
４
年
度
長
和
町
一
般
会
計
予
算
を
審
査
す
る
予
算
特
別
委
員
会
が
、３
月
８
日（
火
）

と
９
日（
水
）に
開
催
さ
れ
、
採
決
の
結
果
、
全
員
賛
成
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
さ
れ

ま
し
た
。
以
下
に
審
査
の
内
容
を
抜
粋
し
て
掲
載
し
ま
す
。

　

予
算
特
別
委
員
会
は
、
２
月
25
日（
金
）の
議
会
開
会
日
に
議
員
発
議
に
よ
り
提
案
さ
れ
、
設

置
さ
れ
ま
し
た
。
議
長
と
議
会
選
出
監
査
委
員
を
除
く
８
名
の
議
員
で
構
成
さ
れ
、
渡
辺
副
議

長
を
委
員
長
と
し
て
、
担
当
課
ご
と
に
順
次
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

国
保
依
田
窪
病
院
の
運

営
と
機
器
購
入
に
か
か

る
費
用
を
支
援
し
ま
す

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

で
住
民
票
等
を
交
付
で

き
る
よ
う
に
し
ま
す

５ご

月
３み

０ゼ
ロ

日
の
前
後
の

日
曜
日
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
清
掃
を
行
い
ま
す

な
が
と
保
育
園
園
児
送

迎
用
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を

２
台
購
入
し
ま
す

令和４年度令和４年度

予算予算

令
和
４
年
度
一
般
会
計
予
算
審
査
報
告

予
算
特
別
委
員
会    　

渡辺久人 予算特別委員長

33億億9,5409,540万円万円4,7924,792万円万円

1717万万33千円千円

2,4702,470万円万円

ながと保育園園児送迎用バス
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令
和
３
年
度
の
普
通
交
付
税

は
最
終
的
に
い
く
ら
に
な
っ
た

の
か
。
来
年
度
以
降
の
見
通
し

は
ど
う
か
。

  

現
時
点
で
の
普
通
交
付
税
は

26
億
８
４
５
８
万
８
千
円
と
予

算
額
よ
り
も
多
く
、
特
別
交
付

税
は
１
億
２
５
１
４
万
７
千
円

で
３
月
分
が
今
後
交
付
と
な
る

た
め
、
予
算
額
に
近
い
も
の
と

見
込
ん
で
い
る
。
例
年
、
年
末

年
始
に
か
け
て
国
か
ら
傾
向
が

れ
か
で
検
討
し
て
い
る
。

委
員
会
や
、
社
会
教
育
委
員
及

び
教
育
委
員
会
の
意
見
を
踏
ま

え
方
向
性
を
決
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

  

分
団
ご
と
に
一
律
20
万
円
を

当
初
に
支
給
し
、
実
働
団
員
数

に
応
じ
て
１
人
当
た
り
１
３
５ 

０
０
円
を
半
年
ご
と
の
実
績
に

よ
り
、
概
算
分
と
精
算
分
で
支

給
す
る
予
定
で
あ
る
。

検
討
し
て
い
く
。

  

令
和
４
年
度
も
町
民
運
動
会

を
開
催
し
な
い
と
い
う
が
、
今

後
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
は
。

  

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
の
面

か
ら
「
ス
ポ
ー
ツ
講
演
会
」
と

し
て
計
画
し
て
い
る
。
町
民
運

動
会
の
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い

て
は
、
長
和
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進

制
作
に
関
す
る
調
査
費
、
専
用

Ｈ
Ｐ
の
管
理
費
、
委
託
料
な
ど

に
な
る
。
４
月
か
ら
授
業
で
活

動
を
行
い
、
そ
の
成
果
を
長
和

町
総
合
文
化
祭
で
展
示
・
発
表

す
る
。
今
年
度
に
引
き
続
き
バ

ス
停
を
テ
ー
マ
と
す
る
予
定
で

あ
る
。
こ
れ
ま
で
「
な
が
わ
ご

ん
」
の
デ
ザ
イ
ン
、
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
受
講
者
向

け
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
な
ど
の
デ
ザ

　

イ
ン
等
を
行
っ
て
い
る
。

  

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
は
地
区

の
避
難
場
所
に
も
な
る
が
、
そ

の
収
容
人
数
は
。

  

旧
古
町
公
民
館
と
同
程
度
の

人
数
が
収
容
で
き
る
。

  

樅
の
木
福
祉
会
は
社
会
福
祉

法
人
で
あ
り
、
施
設
利
用
に
あ

た
っ
て
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
や
協

定
な
ど
も
考
え
て
お
く
方
が
良

い
と
思
う
が
。

  

本
施
設
は
複
合
施
設
で
も
あ

り
、
今
後
想
定
さ
れ
る
新
た
な

利
用
事
例
も
考
慮
し
た
上
で
調

整
を
進
め
て
い
く
。

  

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
に
、
児

童
館
や
児
童
ク
ラ
ブ
と
し
て
の

役
割
は
考
慮
さ
れ
て
い
る
か
。

ま
た
、
遊
具
な
ど
を
再
検
討
す

る
必
要
は
な
い
か
。

  

古
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
を

児
童
館
・
児
童
ク
ラ
ブ
と
し
て

活
用
で
き
る
か
、
で
き
る
だ
け

早
い
段
階
で
の
実
現
に
向
け
て

  

長
久
保
宿
本
陣
保
存
整
備
事

業
の
史
跡
指
定
と
土
地
建
物
購

入
の
範
囲
は
。
ま
た
、
総
事
業

費
は
ど
の
く
ら
い
か
。

  

敷
地
全
体
が
史
跡
指
定
の
対

象
で
、
購
入
の
範
囲
は
門
を
含

め
た
座
敷
棟
で
あ
る
住
宅
側
の

１
筆
。
総
事
業
費
は
概
算
で
１ 

億
円
程
度
を
見
込
む
。
多
額
の

一
般
財
源
を
要
す
る
こ
と
か
ら

「
真
田
信
繁
の
長
女
が
嫁
い
だ

中
山
道
最
古
の
本
陣
」
と
い
う

知
名
度
を
も
っ
て
、
広
く
寄
付

金
募
集
を
検
討
し
た
い
。

  

消
防
団
分
団
運
営
費
の
額
と

そ
の
配
分
方
法
は
。

  

防
災
力
向
上
補
助
金
は
ど
の

よ
う
な
事
業
に
補
助
が
出
る
の

か
わ
か
り
に
く
い
が
。

  

広
報
に
あ
た
っ
て
は
、
町
民

の
皆
様
が
活
用
し
や
す
い
よ
う

に
、
具
体
的
な
事
例
を
示
し
て

周
知
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

  

ア
ー
ト
に
よ
る
長
和
町
活
性

化
事
業
の
委
託
料
２
６
０
万
円

の
詳
細
は
。
具
体
的
な
計
画
は

決
ま
っ
て
い
る
の
か
。

  
女
子
美
術
大
学
生
が
長
和
町

に
来
る
際
の
旅
費
や
宿
泊
費
、

【
歳
入
】
地
方
交
付
税

は
令
和
３
年
度
と
ほ
ぼ

同
じ
金
額
を
見
込
む

古
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施

設
の
整
備
は
、
令
和
４

年
８
月
完
了
予
定
で
す

長
久
保
宿
本
陣
の
土
地

建
物
を
購
入
し
、
史
跡

と
し
て
整
備
し
ま
す

長
和
町
消
防
団
の
活
動

を
支
援
す
る
分
団
運
営

費
を
支
出
し
ま
す

自
主
防
災
組
織
の
活
動

補
助
と
、
組
織
化
を
支

援
し
ま
す

女
子
美
術
大
学
と
連
携

し
た
ア
ー
ト
に
よ
る
長

和
町
活
性
化
事
業

一般会計一般会計
予算額予算額
５９５９億億
２２千万円千万円

2727億億5,6005,600万円万円

2,0732,073万円万円

989989万万33千円千円582582万万55千円千円

263263万万77千円千円260260万円万円

工事が進む古町コミュニティ施設
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示
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
時
の

社
会
情
勢
等
に
よ
り
増
減
は
読

め
な
い
状
況
で
あ
る
。

  

こ
の
先
の
財
政
推
計
を
出
し

て
ほ
し
い
。
特
に
ブ
ラ
ン
シ
ュ

た
か
や
ま
ス
キ
ー
場
に
19
億
円

の
辺
地
債
と
過
疎
債
を
利
用
す

る
こ
と
を
町
の
計
画
に
入
れ
な

い
と
、
財
政
が
ど
う
な
る
か
予

想
で
き
な
い
。

  

前
回
は
平
成
30
年
度
に
財
政

推
計
を
出
し
て
い
る
が
、
そ
の

後
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
等
に
よ
り
思
っ
た
よ
う
に

推
計
等
が
で
き
な
か
っ
た
。
今

後
、
推
計
を
出
す
方
向
で
検
討

さ
せ
て
頂
き
た
い
。

た
。
一
般
公
募
も
検
討
し
た
が
、

女
子
美
術
大
学
と
連
携
し
て
い

る
こ
と
も
あ
り
、
同
大
学
に
ロ

ゴ
制
作
の
お
願
い
し
た
。

で
、
町
が
管
理
を
す
る
。

  

道
の
駅
化
の
段
取
り
は
。

  

県
国
道
事
務
所
、
道
路
管
理

課
、
上
田
建
設
事
務
所
と
協
議

を
し
な
が
ら
進
め
、
令
和
５
年

度
の
認
定
を
目
指
す
。

  

マ
ル
シ
ェ
黒
耀
で
は
、
地
方

創
生
事
業
の
道
の
駅
活
性
化
推

進
事
業
窓
口
人
材
コ
ー
デ
ィ
ネ 

ー
ト
事
業
が
終
了
と
な
る
が
、

来
年
度
以
降
ど
う
な
る
の
か
。

  

指
定
管
理
者
の
㈱
マ
ル
メ
ロ

エ
イ
ト
に
負
担
し
て
頂
く
考
え

だ
が
、
詳
細
に
つ
い
て
は
Ｊ
Ａ

を
含
め
３
者
で
協
議
す
る
。

告
で
き
る
と
思
う
。
会
社
の
取

締
役
会
で
協
議
頂
い
て
７
月
以

降
に
報
告
し
た
い
。

  

広
報
な
が
わ
の
ロ
ゴ
を
変
更

す
る
に
あ
た
り
３
作
品
が
示
さ

れ
た
が
、
そ
の
選
考
過
程
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

  

広
報
な
が
わ
２
０
０
号
の
企

画
で
、
町
広
報
委
員
会
に
お
い

て
ロ
ゴ
変
更
の
ご
意
見
を
頂
い

  

振
興
公
社
が
運
営
す
る
温
泉

料
金
の
改
定
を
考
え
て
い
る
と

聞
く
が
、
指
定
管
理
料
の
支
払

い
や
経
営
的
な
判
断
で
は
ど
う

な
の
か
。

  

現
在
、
温
泉
料
金
検
討
委
員

会
を
設
置
し
様
々
検
討
し
て
い

る
。
値
上
げ
あ
り
き
で
な
く
、

現
状
の
指
定
管
理
料
で
は
温
泉

施
設
の
営
業
が
立
ち
行
か
な
く

な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か

と
の
観
点
か
ら
、
利
用
者
へ
応

分
の
負
担
を
求
め
て
い
く
こ
と

も
含
め
、
委
員
会
で
検
討
し
て

い
る
状
況
で
あ
る
。
現
状
の
指

定
管
理
料
で
今
後
ど
う
し
た
ら

い
い
の
か
等
、
営
業
努
力
を
し

な
が
ら
、
料
金
の
改
定
に
つ
い

て
議
論
し
て
い
る
。　

 （
抜
粋
）

  

道
の
駅
化
す
る
た
め
の
工
事

期
間
は
。
ま
た
、
指
定
管
理
者

は
ど
う
な
る
の
か
。

  

営
業
に
影
響
が
少
な
い
秋
以

降
を
想
定
し
て
進
め
て
い
く
。

指
定
管
理
者
は
、
観
光
農
林
業

振
興
組
合
が
引
き
続
き
行
う
予

定
で
あ
る
。

  

道
の
駅
に
な
っ
た
後
の
駐
車

場
の
維
持
管
理
は
ど
こ
が
行
う

の
か
。

  

町
の
単
独
型
で
実
施
す
る
の

  

令
和
４
年
度
の
施
設
等
の
修

繕
工
事
２
０
９
０
万
円
、
施
設

改
修
工
事
２
億
２
千
万
円
は
、

10
年
間
で
38
億
円
の
投
資
計
画

に
含
ま
れ
た
も
の
か
。
ま
た
、

最
新
の
投
資
計
画
は
。

  

２
月
10
日
の
議
会
全
員
協
議

会
で
配
布
し
た
資
料
が
最
新
の

計
画
で
あ
る
。
令
和
４
年
度
の

計
画
で
は
、
修
繕
、
改
修
工
事

を
含
め
て
税
抜
２
億
１
９
７
４ 

万
円
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
を

精
査
し
予
算
計
上
し
て
い
る
。

  

今
後
、
ブ
ラ
ン
シ
ュ
た
か
や

ま
ス
キ
ー
場
の
運
営
状
況
及
び

収
支
決
算
等
を
、
速
や
か
に
議

会
に
報
告
し
て
頂
く
こ
と
は
可

能
か
。

  

新
会
社
の
定
款
で
は
、
事
業

年
度
が
終
了
し
て
か
ら
３
か
月

以
内
に
株
主
総
会
を
行
う
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
６
月
末
に
は

会
社
の
決
算
が
株
主
総
会
で
承

認
さ
れ
る
の
で
、
そ
の
後
に
報

毎
月
平
均
32
ペ
ー
ジ

２
７
０
０
部
の
広
報

な
が
わ
を
発
行
し
ま
す

長
和
町
振
興
公
社
が

２
つ
の
温
泉
施
設
の
運

営
管
理
を
行
い
ま
す

和
田
宿
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
ト
イ
レ
と
駐
車
場
を

改
修
し
ま
す

新
会
社
に
管
理
が
移
る

ブ
ラ
ン
シ
ュ
た
か
や
ま

ス
キ
ー
場
施
設
整
備
費

令和４年度令和４年度

予算予算

258258万円万円

2,6442,644万円万円

6,4006,400万円万円

22億億4,0904,090万円万円

㈱マルメロエイトが管理する「マルシェ黒耀」
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■ 

消
防
団
員
の
年
額
報
酬

の
改
正
と
出
勤
報
酬
を
定

め
る
も
の
。
副
本
部
長
の

年
額
報
酬
を
９
万
円
、
副

分
団
長
５
万
４
千
円
、
班

長
４
万
８
千
円
、
団
員
を

■ 

町
長
及
び
町
議
会
議
員

選
挙
費
４
７
９
万
３
千
円

の
減
。

 

ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
に
つ

い
て
、
危
険
な
場
所
に
設

置
さ
れ
て
い
る
所
や
距
離

が
近
い
場
所
な
ど
が
あ

る
。
検
討
し
て
ほ
し
い
。

 

選
挙
管
理
委
員
会
に
諮

り
、
検
討
す
る
。

 

初
め
て
選
挙
公
営
が
町

の
選
挙
で
も
実
施
さ
れ
た

が
、
担
当
者
と
し
て
単
価

や
決
算
額
が
高
い
と
感
じ

た
か
。

 

国
の
基
準
を
基
に
単
価

は
設
定
し
て
お
り
、
決
算

額
も
高
い
と
は
感
じ
て
い

な
い
。

■ 

歳
入
で
情
報
館
施
設
使

用
料
22
万
円
の
減
。

 

情
報
館
関
連
で
、
使
用

料
が
入
っ
て
負
担
金
を
支

出
し
て
い
る
が
、
ど
こ
か

■ 

長
和
町
消
防
団
の
定
員

に
つ
い
て
、
活
動
実
態
に

合
わ
せ
、
３
５
０
人
か
ら

２
５
０
人
に
変
更
す
る
。

■ 

行
政
手
続
き
の
簡
素
化

及
び
町
民
の
利
便
性
の
向

上
を
図
る
た
め
、
行
政
手

続
き
に
お
け
る
押
印
の
廃

止
を
進
め
る
も
の
。

 

押
印
省
略
に
関
し
、
議

■ 

下
水
道
料
金
見
直
し
業

務
委
託
費
８
２
３
万
円
。

 

下
水
道
料
金
の
見
直
し

は
い
つ
頃
行
う
予
定
か
。

 

令
和
４
年
度
の
委
託
業

務
の
中
で
、
今
後
必
要
と

な
る
維
持
管
理
費
等
の
費

用
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

し
、
い
つ
頃
見
直
し
が
必

要
に
な
る
か
検
討
す
る
。

■ 

業
者
に
委
託
せ
ず
と
も

で
き
る
も
の
も
あ
る
と
思

う
の
で
、
経
費
削
減
に
努

め
て
ほ
し
い
。

３
万
６
５
０
０
円
に
。
災

害
時
の
出
動
報
酬
を
日
額

８
千
円
、
訓
練
出
動
を
日

額
２
千
円
に
す
る
。

 

副
本
部
長
の
人
数
は
。

 

５
名
で
あ
る
。

ら
入
っ
て
ど
こ
へ
支
出
し

て
い
る
の
か
。

 

情
報
館
使
用
料
の
内
訳

は
、
大
判
印
刷
の
印
刷
代

と
、
観
光
協
会
に
フ
ロ
ア

を
貸
し
て
い
る
使
用
料
で

あ
る
。
建
物
全
体
の
管
理

を
商
工
会
が
行
っ
て
い
る

の
で
、
情
報
館
の
電
気
料

等
を
按
分
し
て
商
工
会
へ

支
出
し
て
い
る
。

■ 

除
排
雪
関
連
経
費
９
０ 

４
万
４
千
円
の
減
。

 

今
年
は
雪
が
多
か
っ
た

が
、
除
雪
費
は
足
り
て
い

る
の
か
。

 

２
月
に
大
雪
が
降
っ
た

こ
と
で
不
足
す
る
状
況
と

な
っ
て
い
る
が
、
予
算
流

用
し
、
不
足
す
る
よ
う
で

あ
れ
ば
専
決
で
対
応
と
し

た
い
。　
　
　
　
（
抜
粋
）

 
定
数
変
更
に
伴
っ
て
交

付
税
等
へ
の
影
響
は
。

 

実
人
数
を
基
に
算
定
さ

れ
る
た
め
影
響
は
な
い
。

決
が
必
要
な
関
係
条
例
は

２
件
か
。

 

押
印
は
規
則
や
要
綱
な

ど
に
規
定
さ
れ
て
お
り
、

議
決
が
必
要
と
な
る
案
件

は
２
件
で
あ
る
。

原田恵召 委員長

総
務
経
済
常
任
委
員
会
審
査
報
告

総務経済常任委員会が３月１１日
（金）に開催され、条例案、令和

４年度予算案、令和３年度補正予
算案等について審査を行い、すべ
ての議案が全員賛成で可決すべき
ものと決定されました。

総務経済常任委員会
　委員長／ 原田 恵召
副委員長／ 佐藤 恵一
　　委員／ 龍野 一幸
　　　 　　小川 純夫
　　　 　　渡辺 久人

長
和
町
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬

及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

長
和
町
消
防
団
員
の
定
員
、
任
免
、
給
与
、
服
務

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

長
和
町
行
政
手
続
等
に
お
け
る
押
印
見
直
し
に
伴

う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

令
和
４
年
度
長
和
町

公
共
下
水
道
事
業
及

び
排
水
処
理
施
設
事

業
会
計
予
算
に
つ
い

て

令
和
３
年
度 

長
和
町
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
12

号
）に
つ
い
て

既
定
の
予
算
総
額
に
１
０
４
６
万
６
千
円
を
追
加
し
、

予
算
総
額
を
65
億
８
７
５
５
万
２
千
円
と
す
る
。

長門水処理センター



 

諸
収
入
が
前
年
よ
り
減

額
だ
が
、
回
収
で
き
な
い

か
ら
減
額
な
の
か
。

 
滞
納
金
の
支
払
い
を
約

束
し
て
頂
い
て
い
る
方
か

ら
の
納
入
を
見
込
ん
だ
。

他
の
方
か
ら
も
徴
収
で
き

る
よ
う
努
め
た
い
。

 

現
在
の
滞
納
金
額
は
お

よ
そ
い
く
ら
か
。

 

同
和
対
策
特
別
会
計
の

あ
り
方
に
つ
い
て
も
、
他

の
市
町
村
の
対
応
等
を
踏

ま
え
、
検
討
を
行
う
。
滞

納
額
は
約
６
２
０
０
万
円

で
あ
る
。
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な
が
と
保
育
園
運
営
経

費
で
、
上
下
水
道
料
40
万

円
減
額
の
理
由
は
。

 

コ
ロ
ナ
禍
で
も
、
塩
素

を
管
理
で
き
る
４
、
５
歳

児
が
使
う
大
き
な
プ
ー
ル

は
毎
日
使
用
で
き
た
が
、

３
歳
以
下
が
利
用
す
る
ビ

ニ
ー
ル
プ
ー
ル
は
塩
素
消

毒
が
で
き
な
い
の
で
今
年

度
は
設
営
し
な
か
っ
た
。

■ 

社
会
福
祉
総
務
費
の
灯

油
助
成
金
１
２
５
万
円
の

減
額
。

 

灯
油
助
成
金
の
予
算
計

上
時
に
お
け
る
対
象
者
の

内
訳
と
、
現
在
の
申
請
受

付
状
況
は
。

 

非
課
税
世
帯
が
９
０
０

世
帯
、
均
等
割
世
帯
が
２ 

５
０
世
帯
、
計
１
１
５
０

世
帯
で
あ
る
。
係
で
把
握

し
て
い
る
対
象
世
帯
１ 

０
３
１
世
帯
へ
申
請
書
を

送
付
し
、
８
９
２
世
帯
か

ら
申
請
が
あ
っ
た
。
ま
た

令
和
３
年
１
月
１
日
以
降

転
入
さ
れ
た
方
に
は
、
申

請
頂
く
よ
う
周
知
に
努
め

て
い
る
。

■ 

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
委

託
料
34
万
８
千
円
の
減
。

 

緊
急
通
報
装
置
設
置
事

業
の
委
託
料
が
減
額
に
な 

っ
た
理
由
は
。
ま
た
、
１

件
あ
た
り
の
単
価
は
。

 

令
和
３
年
４
月
の
設
置

台
数
は
45
件
あ
っ
た
が
、

現
在
42
件
で
台
数
が
増
え

な
か
っ
た
。
委
託
単
価
は

旧
通
報
装
置
を
引
き
継
い

だ
方
は
月
額
８
２
０
円
、

新
規
の
方
は
月
額
１
１
５ 

０
円
で
あ
る
。
こ
れ
に
利

用
料
５
０
０
円
を
上
乗
せ

し
た
額
が
業
者
に
入
る
。

 

通
報
は
１
年
に
ど
の
く

ら
い
あ
る
の
か
。

 

令
和
２
年
度
末
は
48
台

の
設
置
が
あ
り
、
緊
急
通

報
で
救
急
搬
送
さ
れ
た
の

は
３
件
、
セ
ン
サ
ー
通
報

は
２
５
２
件
、
内
１
件
は

死
亡
で
あ
っ
た
。

■ 

長
門
小
学
校
改
修
事
業

５
３
０
０
万
円
の
増
。

 

工
事
の
具
体
的
な
説
明

を
。
ま
た
、
交
付
税
参
入

の
充
当
率
は
。

 

令
和
３
年
度
事
業
の
継

続
で
、
外
壁
と
屋
根
の
改

修
を
予
定
し
て
い
る
。
国

の
補
正
予
算
に
よ
る
事
業

の
た
め
、
施
設
環
境
改
善

交
付
金
１
３
３
３
万
円
を

充
て
、
学
校
施
設
等
整
備

事
業
債
の
元
利
償
還
金
の

２
分
の
１
が
交
付
税
参
入

と
な
る
。

■ 

児
童
館
運
営
事
業
の
電

気
料
１
２
０
万
円
の
減
。

 

電
気
料
が
大
き
く
減
少

し
て
い
る
説
明
を
。

 

旧
和
田
村
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
の
電
気
料
金
は
、

和
田
児
童
ク
ラ
ブ
、
和
い

わ
い
、
和
田
グ
ル
ー
プ
ホ 

ー
ム
の
３
施
設
の
電
気
料

を
１
本
で
町
が
支
払
い
、

そ
の
後
、
そ
れ
ぞ
れ
に
使

用
料
を
請
求
し
、
町
の
雑

入
に
入
れ
て
い
る
た
め
。

■ 

長
門
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
の
包
括
業
務
委
託
料
２ 

４
７
万
８
千
円
の
増
。

 

包
括
業
務
委
託
料
の
増

額
は
、
利
用
児
童
の
数
に

合
わ
せ
て
職
員
を
増
や
し

た
の
か
。
ま
た
、
合
計
の

委
託
料
は
い
く
ら
か
。

 

職
員
を
増
や
し
て
対
応

し
た
。
委
託
料
合
計
は
約

１
４
０
０
万
円
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
（
抜
粋
）

社会文教常任委員会
　委員長／ 田福 光規
副委員長／ 荻野 友一

　　     委員／ 阿部 由紀子
　　　 　　羽田 公夫
　　　 　　森田 公明

社会文教常任委員会が３月１０日
（木）に開催され、条例案、令和４

年度予算案、令和３年度補正予算
案等について審査を行い、すべて
の議案が全員賛成で可決すべきも
のと決定されました。

田福光規 委員長

社
会
文
教
常
任
委
員
会
審
査
報
告

令
和
４
年
度
長
和
町
同
和
地
区
住
宅
新
築
資
金
等

貸
付
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

令
和
３
年
度 

長
和
町
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
12

号
）に
つ
い
て

既
定
の
予
算
総
額
に
１
０
４
６
万
６
千
円
を
追
加
し
、

予
算
総
額
を
65
億
８
７
５
５
万
２
千
円
と
す
る
。

改修される長門小学校
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　令和４年長和町議会第１回定例会において審議された議案は、すべて全員賛成で、承認・可決・同
意されました。以下に、審議された議案とその主な内容を、抜粋して掲載します。

◇ 報告（５件）

・議員派遣報告
　★長野県町村議会広報研修会。１月１１日（火）、長和町役場会議室において、動画配信により視聴。

◇ 発議（２件）

・ロシアのウクライナ侵攻を強く非難する決議（要旨）
★本年２月、ロシアがウクライナに軍事侵攻したことに伴い、民間人を含む死傷者が発生し、多くの
人々が避難を余儀なくされ、国際社会から非難の声が上がっている。
　これまで、平和的な解決に向けた努力が続けられてきたにもかかわらず、ロシアが軍事侵攻に踏
み切ったことは、国際秩序の根幹を揺るがすものであり、断じて受け入れられるものではない。
　今回の侵攻はウクライナの主権と領土の一体性を侵害する明白な国際法違反であり、社会経済面
においては、我が国をはじめ世界各国の国民生活や企業活動に影響が及ぶことが懸念される。
　よって、長和町議会は、ロシアに対し、ウクライナ侵攻を強く非難するとともに、直ちに侵攻を中
止し、事態の打開に努めるよう強く求める。

◇ 条例案（９件）

・長和町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について
★ 国民健康保険事業の県統一化に向けて、令和９年度まで段階的に保険税率の改正を行っていく。
　保険税の課税割合のうち、資産割を順次削減して、所得割等に振り向ける。

・長和町姫木平自然の家条例の制定について
★これまで八王子市の施設として利用されてきた「姫木平自然の家」が、八王子市から長和町に譲渡
　されることになり、３月４日に八王子市議会おいて施設の廃止条例が可決された。これを受け、　
　令和４年４月から長和町の宿泊施設として運営するため、設置に係る条例を制定する。
　　名称は「長和町姫木平自然の家」、指定管理により運営する。

◇ 平成４年度 予算案（１０件）
　☆２〜９ページに質疑、審査・審議結果を掲載。

◇ 平成３年度 補正予算案（９件）

・令和３年度 長和町一般会計補正予算（第１３号）について
★既定の歳入歳出予算の総額に 1,940万円を追加し、予算の総額を 66億 695万2千円とするもの。
　財政調整基金から繰り入れ、長期債元利償還金として支出する。

◇ 指定管理者の指定について（４件）
・長和町特産物直売所（和田宿ステーション）
　★「和田宿ステーション観光農林業振興組合」に、令和４年４月１日から３年間。
・ブランシュたかやまスキー場／長和町ふるさとセンター／長和町姫木平自然の家
　★「株式会社マウント長和」に、令和４年４月１日から５年間。

◇ その他案（２件）

・辺地に係る総合整備計画の策定について
★ブランシュたかやまスキー場を中心とする観光リクリエーション施設を整備するため、辺地に係る
総合整備計画を策定する。これにより、辺地債を活用することができる。

◇人事案（２件）

・長和町和田財産区管理会の委員の選任／長和町農業委員会の委員の任命　（同意）

令和４年３月 第１回定例会 審議結果
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８
人
の
議
員
が

町
政
を
問
う
！

３
月
定
例
会
で
は
、
３
月
３
日（
木
）４
日（
金
）に
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、

８
人
の
議
員
が
町
の
課
題
に
つ
い
て
質
し
ま
し
た
。
　

　

★ 

議
員
の
質
問
時
間
は
、
答
弁
を
含
め
60
分
以
内
で
す
。

　
　
「
議
会
だ
よ
り
」
で
は
、
誌
面
の
都
合
上
、
質
問
議
員
が
質
問
と
答
弁
を
要
約
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

一
般
質
問

１，原田 恵召  議員 …………… P.13
（1）ブランシュたかやまスキー場について

（2）林道・作業道の管理について

（3）コロナ対策について

２，渡辺 久人  議員 …………… P.14
（1）羽田町長の公約と新年度予算について

（2）「ヤングケアラー」町の対応について

３，荻野 友一  議員 …………… P.15
（1）ブランシュたかやまスキー場と新会社設立
　　について

４，佐藤 恵一  議員 …………… P.16
（1）自主防災組織の現状と今後の施策について

（2）町内設置AED（自動体外式除細動器）につ
　　いて

５，阿部 由紀子  議員 ………… P.17
（1）ふれあい館の利用状況について

（2）旧和田中学校の活用方法について

（3）災害時の物資調達と、ペット連れ避難につ
　　いて

（4）保育園のオムツ持ち帰りシステムについて

６，羽田 公夫  議員 …………… P.18
（1）安心・安全な町づくりについて

（2）教育環境のあり方について

７，田福 光規  議員 …………… P.19
（1）「ブランシュたかやまスキー場」の公設民営
　　化について

（2）当町の「新型コロナウイルス感染症」への
　　対応について

８，龍野 一幸  議員 …………… P.20
（1）空き家について

（2）依田窪病院について
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な
ぜ
、
町
民
に
も
出
資
を
募 

っ
て
新
会
社
を
つ
く
る
よ
う
な

状
況
に
な
っ
た
の
か
。

  

産
業
振
興
課
長 

令
和
２
年

３
月
か
ら
実
施
し
て
い
る
ス
キ 

ー
場
あ
り
方
検
討
委
員
会
に
お

い
て
、
令
和
元
年
度
に
町
で
策

定
し
た「
ス
キ
ー
場
経
営
戦
略
」

に
関
し
、
令
和
元
年
当
時
で
35

年
を
経
過
し
た
ス
キ
ー
場
の
各

施
設
の
老
朽
化
に
よ
り
大
規
模

な
修
繕
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、

現
在
の
施
設
を
維
持
し
な
が
ら

運
営
を
し
て
い
く
に
あ
た
り
施

設
修
繕
の
ほ
か
指
定
管
理
料
も

支
払
い
続
け
る
必
要
が
あ
る
こ

と
等
が
示
さ
れ
た
。

　

  

こ
の
状
況
を
こ
の
ま
ま
続
け

て
い
く
と
先
々
立
ち
行
か
な
く

な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か

と
懸
念
さ
れ
る
中
、
ス
キ
ー
場

存
続
を
前
提
に
、
ス
キ
ー
場
の

今
後
の
経
営
に
つ
い
て
専
門
的

に
協
議
す
る「
専
門
部
会
」を
令

和
２
年
４
月
の
検
討
委
員
会
に

お
い
て
設
置
し
た
。

　

  

専
門
部
会
で
は
、
実
績
を
持

つ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
チ
ー
ム

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
協
議
を
重
ね

て
、
令
和
２
年
９
月
の
検
討
委

員
会
で
中
間
報
告
を
し
、「
現

行
の
指
定
管
理
方
式
」・「
新
た

な
公
設
民
営
」・「
町
直
営
」・「
民

間
売
却
」
の
４
つ
の
ケ
ー
ス
を

検
討
し
、「
新
た
な
公
設
民
営
」

が
望
ま
し
い
、
と
の
結
論
を
出

し
た
。

　

  

新
会
社
へ
の
出
資
依
頼
等
に

つ
い
て
の
基
本
方
針
に
よ
れ
ば

新
会
社
が
ス
キ
ー
場
経
営
を
円

滑
に
行
う
た
め
に
は
、「
当
面

及
び
将
来
の
リ
ゾ
ー
ト
経
営
の

受
益
者
」「
経
営
責
任
者
及
び

そ
の
関
係
者
」「
施
設
設
備
の

所
有
者
」「
事
業
へ
の
賛
同
者
・

共
感
者
」
な
ど
に
幅
広
く
支
え

て
い
た
だ
く
こ
と
が
必
要
で
あ

れ
る
。
こ
の
た
め
出
資
が
一
部

に
集
中
す
る
こ
と
を
避
け
、
あ

る
程
度
多
く
の
関
係
者
か
ら
の

出
資
を
お
願
い
す
る
こ
と
と
し

た
も
の
で
あ
る
。　
　
（
抜
粋
）

り
、
地
域
創
生
を
目
的
と
し
た

新
会
社
は
特
定
の
資
本
に
左
右

さ
れ
ず
、
健
全
経
営
に
向
け
て

独
自
の
判
断
や
決
定
が
で
き
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら

 

町
民
か
ら
も
出
資
を
募
っ
た
の
は
な
ぜ
か

 

地
域
創
生
の
た
め
幅
広
く
支
え
て
頂
き
た
い

原田 恵召
 議員

ブランシュたかやまスキー場

　

ブ
ラ
ン
シ
ュ
た
か
や
ま
ス
キ
ー
場
に
つ
い
て
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町
長
が
公
約
に
示
す
、
①
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

対
応
し
た
施
策
を
行
う
、
②
災

害
に
負
け
な
い
環
境
づ
く
り
を

進
め
る
、
③「
共
助
」に
注
力
し

各
自
治
会
に
補
助
を
す
る
、
と

い
う
事
業
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
の

よ
う
に
実
施
し
て
い
く
の
か
。

ま
た
、
令
和
４
年
度
当
初
予
算

に
ど
れ
程
計
上
さ
れ
た
の
か
。

  

町
長  

①
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

確
実
に
進
め
て
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
対
策
に
万
全
を
期
す
た
め
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
か
か
る
令
和

４
年
度
予
算
額
は
３
１
８
８
万 

９
千
円
を
計
上
。
②
小
さ
な
災

害
の
う
ち
に
修
理
改
修
を
行
っ

て
大
き
な
災
害
を
防
ぐ
。
令
和

４
年
度
に
お
け
る
災
害
復
旧
事

業
は
、
林
業
施
設
災
害
復
旧
事

業
で
８
箇
所
３
２
３
０
万
３
千

円
、
土
木
施
設
災
害
復
旧
事
業

で
９
箇
所
９
５
５
０
万
円
を
予

算
計
上
。
③
共
助
に
よ
る
コ
ロ

ナ
対
策
用
品
の
購
入
や
会
議
費

等
へ
の
補
助
を
考
え
て
お
り
、 

自
主
防
災
組
織
の
立
ち
上
げ
や

各
種
活
動
に
繋
げ
て
頂
き
た
い

と
考
え
る
。
予
算
額
は
２
６
３ 

万
７
千
円
を
計
上
し
た
。

  

長
和
町
で
は
、
長
和
町
社
会

福
祉
協
議
会
を
中
心
に
様
々
な

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て

い
る
。
支
え
合
い
サ
ポ
ー
ト
事

業
、
ま
た
、
昨
年
末
に
は
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
も
行
わ

れ
た
。
実
際
に
活
動
さ
れ
て
い

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
高
齢
と
な

り
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
反

面
、
利
用
者
は
増
加
、
若
い
世

代
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
集
ま
ら

な
い
。
今
後
「
支
え
会
い
の
地

域
づ
く
り
」
を
ど
の
よ
う
に
進

め
て
い
く
計
画
な
の
か
。

  

町
民
福
祉
課
長 

ボ
ラ
ン
テ 

ィ
ア
活
動
は
個
人
の
自
主
的
な

活
動
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
な

か
な
か
集
ま
ら
な
い
の
が
現
状

で
あ
る
。
課
題
の
共
有
や
そ
の

解
決
の
た
め
地
域
の
方
と
一
緒

に
考
え
る
場
を
設
け
る
と
と
も

に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
や

活
動
の
充
実
に
向
け
、
社
会
福

祉
協
議
会
と
協
力
し
て
「
支
え

合
い
の
地
域
づ
く
り
」
を
進
め

た
い
と
考
え
て
い
る
。

  

早
急
に
取
り
組
む
べ
き
課
題

は
、
早
期
発
見
と
実
態
把
握
と

考
え
る
。
国
が
発
表
し
た
実
態

調
査
結
果
で
は
、
中
学
２
年
生

の
17
人
に
１
人
の
該
当
者
が
あ

る
と
い
う
。
こ
の
こ
と
か
ら
長

和
町
で
も
調
査
を
行
い
、
支
援

策
を
作
成
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
が
、
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
く
考
え
か
。

  

町
長  

ま
ず
は
、
実
態
調
査

に
基
づ
き
、
早
期
発
見
・
状
況

把
握
に
努
め
、
対
象
と
な
る
児

童
・
生
徒
が
い
る
場
合
に
備
え

て
、
関
係
職
員
を
研
修
会
等
に

参
加
さ
せ
る
と
と
も
に
、
支
援

の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
き
た
い
。　
　
　
　
（
抜
粋
）

渡辺 久人
 議員

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援
の
取
り
組
み
は

ま
ず
は
早
期
発
見
、状
況
把
握
に
努
め
る

羽
田
町
長
の
公
約
と
予
算
編
成
に
つ
い
て

段
階
を
踏
み
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い

ボランティアの皆さんと〝いきいきサロン〟

 

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
は
。

 

障
が
い
や
病
気
が
あ
る
、

幼
い
、
目
が
離
せ
な
い
等
々

の
要
因
で
世
話
が
必
要
な
家

族
の
た
め
に
、
大
人
が
担
う

べ
き
責
任
を
引
き
受
け
、
家

事
や
家
族
の
世
話
、
介
護
や

育
児
な
ど
家
族
の
サ
ポ
ー
ト

を
日
常
的
に
行
っ
て
い
る
18

歳
未
満
の
子
ど
も
を
い
う
。

★

語
句
解
説
★

　

羽
田
町
長
の
公
約
と
新
年
度
予
算
に
つ
い
て
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ブ
ラ
ン
シ
ュ
た
か
や
ま
ス
キ 

ー
場
は
、
長
和
町
の
観
光
業
に

お
け
る
産
業
振
興
に
ど
う
関
わ

り
、
ど
の
よ
う
に
発
展
し
て
い

く
と
町
は
考
え
て
い
る
か
。

  

町
長  

た
か
や
ま
ス
キ
ー
場

は
昭
和
60
年
の
開
設
以
来
、
町

の
冬
の
基
幹
産
業
と
し
て
１
４ 

０
億
円
の
外
貨
を
稼
ぎ
、
そ
の

内
50
億
円
は
地
元
雇
用
と
し
て

還
元
さ
れ
、
消
費
を
生
み
地
域

産
業
を
け
ん
引
し
て
き
た
。
今

回
、
公
設
民
営
の
新
会
社
に
よ

り
、
民
間
活
力
を
結
集
し
、
地

域
創
生
、
雇
用
の
創
出
、
地
域

観
光
の
推
進
役
を
務
め
、
ビ
ー

ナ
ス
エ
リ
ア
地
域
の
ス
キ
ー
場

を
け
ん
引
し
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

を
取
り
込
み
な
が
ら
発
展
し
て

い
く
存
在
で
あ
る
と
考
え
る
。

か
ら
提
示
さ
れ
て
い
る
か
。

  

産
業
振
興
課
長 

効
率
的
な

設
備
投
資
を
前
提
に
、
質
の
高

い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
、
国
内
需

要
の
掘
り
起
こ
し
と
夏
場
の
利

用
、
ビ
ー
ナ
ス
ラ
イ
ン
エ
リ
ア

の
事
業
者
と
の
連
携
に
よ
る
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
の
取
り
込
み
等
が

提
示
さ
れ
て
い
る
。

　

  

ス
キ
ー
客
の
多
様
な
ニ
ー
ズ

に
応
え
ら
れ
る
ス
キ
ー
場
を
つ

く
り
、
雪
の
遊
園
地
、
学
校
団

体
向
け
の
ト
レ
セ
ン
事
業
へ
の

取
り
組
み
、
夏
リ
フ
ト
を
活
用

し
た
山
岳
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
、
日

本
遺
産
遺
跡
体
験
、
農
業
・
畜

産
業
・
林
業
体
験
、
中
山
道
、

和
紙
の
伝
承
文
化
体
験
等
、
各

種
体
験
型
観
光
地
と
し
て
誘
客

を
図
り
、
活
性
化
し
て
い
き
た

い
。　
　
　
　
　
　
　
（
抜
粋
）

  

新
会
社
設
立
を
選
ん
だ
経
緯

と
し
て
、
今
ま
で
の
振
興
公
社

の
問
題
点
と
新
会
社
に
よ
る
問

題
の
解
決
方
法
は
。

  

産
業
振
興
課
長 

現
行
の
振

興
公
社
も
「
公
設
民
営
」
だ
が
、

町
が
株
式
を
98
％
所
有
し
、
資

産
管
理
が
町
と
公
社
の
間
で
曖

昧
に
な
っ
て
い
る
な
ど
、
明
確

な「
公
設
民
営
」の
形
態
で
は
な

か
っ
た
。
新
会
社
に
つ
い
て
は

健
全
な「
公
設
民
営
」を
進
め
る

た
め
、
施
設
設
備
に
係
る
部
分

は
町
が
担
い
、
施
設
の
運
営
を

新
会
社
が
担
う
こ
と
に
よ
り
、

適
正
な
運
営
が
図
ら
れ
る
も
の

と
考
え
る
。

  

健
全
な
形
の
公
設
民
営
化
と

は
、
一
般
企
業
に
お
け
る
設
備

投
資
を
町
が
、
運
営
と
資
金
管

理
を
新
会
社
が
行
う
こ
と
と
捉

え
て
よ
い
か
。

  

産
業
振
興
課
長 

公
設
民
営

に
よ
る
経
営
で
は
、
設
備
・
資

産
を
町
が
所
有
し
、
会
社
は
そ

れ
を
借
り
受
け「
施
設
使
用
料
」

を
町
へ
支
払
う
。
町
が
施
設
を

保
有
し
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り

国
の
補
助
金
や
有
利
な
起
債
が

得
ら
れ
る
こ
と
は
、
民
間
に
な

い
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
と
な
る
。

ま
た
、
会
社
は
運
営
に
注
力
す

る
こ
と
で
、
常
に
先
を
見
据
え

た
経
営
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
。

  

補
助
金
や
起
債
を
利
用
し
て

ス
キ
ー
場
の
整
備
を
進
め
る
こ

と
に
な
る
が
、
起
債
の
返
済
は

ど
う
な
る
の
か
。

  

産
業
振
興
課
長 

起
債
の
元

利
償
還
金
に
つ
い
て
、
過
疎
債

の
場
合
は
70
％
、
辺
地
債
の
場

合
は
80
％
が
地
方
交
付
税
で
措

置
さ
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
残
り
の

30
％
、
20
％
に
つ
い
て
は
、
会

社
が「
施
設
使
用
料
」と
し
て
町

に
納
入
す
る
。
実
質
、
町
の
一

般
財
源
は
支
出
し
な
い
。

  

新
会
社
の
10
か
年
計
画
に
お

い
て
多
額
の
投
資
が
示
さ
れ
て

い
る
が
、
有
利
な
補
助
金
や
起

債
が
得
ら
れ
な
い
場
合
は
計
画

を
見
直
す
の
か
。

  

産
業
振
興
課
長 

有
利
な
起

債
に
も
上
限
が
あ
り
、
国
庫
補

助
の
獲
得
も
確
実
で
な
い
中
、

状
況
に
応
じ
事
業
の
先
送
り
な

ど
の
見
直
し
を
行
う
。

  

現
在
、
観
光
産
業
に
と
っ
て

も
コ
ロ
ナ
禍
の
大
変
な
時
期
で

あ
る
が
、
ス
キ
ー
人
口
の
減
少

な
ど
の
問
題
も
踏
ま
え
、
ど
の

よ
う
な
誘
客
の
施
策
が
新
会
社

荻野 友一
 議員

た
か
や
ま
ス
キ
ー
場
と
新
会
社
に
つ
い
て

地
域
産
業
全
体
を
牽
引
す
る
存
在
で
あ
る

　

ブ
ラ
ン
シ
ュ
た
か
や
ま
ス
キ
ー
場
と
新
会
社
設
立
に
つ
い
て



  
町
教
育
委
員
会
で
は
、
さ
い

た
ま
市
の
「
Ａ
Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ａ
モ
デ

ル
」
の
よ
う
な
救
急
救
命
指
針

一般質問
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町
長
公
約
の
自
主
防
災
組
織

づ
く
り
の
促
進
に
つ
い
て
、
町

内
86
区
中
37
区
で
組
織
が
設
立

さ
れ
て
い
な
い
が
、
組
織
化
が

進
ま
な
い
要
因
と
そ
の
解
決
策

は
。

  

総
務
課
長  

防
災
関
係
に
精

通
し
た
リ
ー
ダ
ー
の
不
在
、
高

齢
化
、
人
口
減
少
に
よ
る
人
員

不
足
な
ど
様
々
な
要
因
が
考
え

ら
れ
る
。
人
数
の
少
な
い
区
に

関
し
て
は
自
治
会
や
近
隣
の
区

と
共
同
で
の
立
上
げ
も
視
野
に

入
れ
、
行
政
と
し
て
も
間
に
入 

っ
て
設
立
が
進
む
よ
う
対
応
し

て
い
き
た
い
。

  

組
織
の
状
況
に
応
じ
た
活
性

化
策
等
に
関
す
る
会
議
の
開
催

や
、
行
政
の
担
当
者
が
直
接
各

組
織
に
足
を
運
ん
で
話
し
合
う

な
ど
も
必
要
で
は
な
い
か
。

  

総
務
課
長  

「
防
災
力
向
上

補
助
金
」
を
新
た
に
検
討
し
て

お
り
、
自
主
防
災
組
織
の
設
立

や
そ
の
後
の
活
動
等
に
活
用
し

て
頂
き
、
活
性
化
に
繋
げ
て
い

き
た
い
。
ま
た
、
活
動
手
引
書

等
を
作
成
し
、
設
立
後
の
フ
ォ

ロ
ー
も
行
っ
て
い
く
。

  

災
害
時
避
難
行
動
支
援
者
に

対
し
、
関
連
組
織
と
連
携
し
た

個
別
計
画
の
作
成
は
行
わ
れ
て

い
る
の
か
。

  

総
務
課
長  

「
災
害
福
祉
カ

ン
タ
ン
マ
ッ
プ
」
と
い
う
デ
ジ

タ
ル
マ
ッ
プ
の
導
入
を
予
定
し

て
い
る
。
自
主
防
災
組
織
な
ど

地
区
の
皆
様
に
も
ご
協
力
頂
き

な
が
ら
個
別
計
画
を
作
成
し
て

い
き
た
い
。

  

自
主
防
災
組
織
で
の
活
動
の

場
合
、
公
務
災
害
補
償
は
適
用

さ
れ
る
か
。

  

総
務
課
長  

長
和
町
消
防
団

員
等
公
務
災
害
補
償
制
度
に
よ

り
、
事
案
ご
と
の
対
応
だ
が
公

務
災
害
補
償
の
対
象
と
な
る
。

  

平
時
の
活
動
に
お
い
て
、
例

え
ば
防
災
・
防
水
の
た
め
の
水

路
側
溝
清
掃
等
に
お
け
る
怪
我

な
ど
に
「
住
民
活
動
保
険
」
等

の
検
討
は
で
き
な
い
か
。

  

総
務
課
長  

令
和
４
年
度
よ

り
「
自
治
体
活
動
保
険
」
に
加

入
す
る
。
区
や
自
治
会
と
し
て

行
っ
た
活
動
に
対
し
て
、
事
案

ご
と
の
対
応
と
は
な
る
が
怪
我

等
を
補
償
す
る
保
険
で
あ
る
。

を
持
っ
て
い
る
か
。
ま
た
、
Ａ

Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
等
の
一
次
救

命
処
置
に
関
す
る
知
識
や
技
術

を
習
得
す
る
訓
練
を
行
っ
て

日
々
の
危
機
管
理
体
制
を
構
築

し
て
い
る
か
。

  

教
育
課
長  

小
学
校
に
お
け

る
救
命
救
急
講
習
に
つ
い
て
は

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
と
心
肺
蘇

生
法
の
講
習
を
、
毎
年
、
依
田

窪
南
部
消
防
署
に
講
師
を
依
頼

し
、
全
職
員
と
保
護
者
を
対
象

に
実
施
し
て
い
る
。

  

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
適
正
配
置
、
お
よ

び
住
民
に
お
け
る
一
次
救
命
処

置
訓
練
の
必
要
性
は
。

  

総
務
課
長  

広
域
消
防
本
部

と
連
携
し
、
救
急
救
命
講
習
に

よ
る
知
識
習
得
を
呼
び
掛
け
た

い
。
ま
た
、
夜
間
や
休
日
な
ど

に
近
隣
の
皆
さ
ん
が
使
え
る
よ

う
、
公
共
施
設
内
に
設
置
し
て

い
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
屋
外
へ
の
切
り

替
え
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、

コ
ン
ビ
ニ
と
の
協
定
締
結
や
消

防
署
か
ら
離
れ
た
地
域
へ
の
配

置
な
ど
も
検

討
し
て
い
き

た
い
。　

　
　
（
抜
粋
）

小
学
校
の
救
命
救
急
講
習
の
実
施
状
況
は

毎
年
、全
職
員
と
保
護
者
を
対
象
に
実
施

自
主
防
災
組
織
の
活
性
化
策
は

 

防
災
力
向
上
補
助
金
を
新
た
に
検
討
す
る
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自
主
防
災
組
織
の
現
状
と
今
後
の
施
策
に
つ
い
て



  

廃
校
に
な
っ
た
旧
和
田
中

学
校
の
活
用
ア
イ
デ
ア
を
、
平

成
30
～
31
年
に
か
け
て
募
集
し

た
経
緯
が
あ
る
が
、
応
募
し
た

い
く
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
や
個
人

か
ら
「
そ
の
後
ど
う
な
っ
た
の

か
」
と
い
う
声
を
い
た
だ
い
て

い
る
。
今
現
在
、
旧
和
田
中
学

校
の
利
用
状
況
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

  

町
長  

募
集
で
は
、
町
内
外

の
20
名
の
方
か
ら
28
件
の
様
々

な
ア
イ
デ
ア
の
応
募
が
あ
っ

た
。
い
く
つ
か
の
団
体
と
の
個

別
懇
談
を
行
っ
た
が
ま
だ
具
体

化
に
は
至
っ
て
お
ら
ず
、ま
た
、

事
業
者
か
ら
の
応
募
は
な
か
っ

た
。
現
在
は
地
域
の
団
体
や
町

民
手
づ
く
り
事
業
団
体
に
よ
る

陶
芸
教
室
や
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
に

よ
る
花
見
、
観
光
協
会
の
単
発

の
コ
ス
プ
レ
事
業
、
和
田
コ
ミ 

ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
の
イ
ベ
ン

ト
、
農
産
物
の
乾
燥
、
小
学
校

の
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
な
ど
に
利

用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
映
画

な
ど
の
撮
影
に
も
利
用
さ
れ
る

ケ
ー
ス
も
あ
る
。

  

今
後
、
有
効
に
活
用
さ
れ
て

  

町
長  

町
の
避
難
マ
ニ
ュ
ア

ル
に
ペ
ッ
ト
の
避
難
ス
ペ
ー
ス

の
確
保
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

  

12
月
議
会
の
一
般
質
問
で
、

災
害
時
の
乳
幼
児
の
ミ
ル
ク
や

オ
ム
ツ
の
備
蓄
に
つ
い
て
答
弁

を
頂
い
た
。
加
え
て
お
年
寄
り

の
紙
オ
ム
ツ
や
女
性
の
生
理
ナ

プ
キ
ン
な
ど
の
備
蓄
も
併
せ
て

お
願
い
し
た
い
が
ど
う
か
。

  

町
長  

住
民
の
皆
さ
ん
の
避

難
に
際
し
て
の
不
安
を
少
し
で

い
く
計
画
等
は
あ
る
の
か
。

  

企
画
財
政
課
長 

昨
年
、
文

化
庁
の
現
地
指
導
が
行
わ
れ
国

登
録
文
化
財
に
十
分
に
値
す
る

と
の
お
話
を
い
た
だ
き
、
こ
れ

を
受
け
て
令
和
４
年
度
に
文
化

財
担
当
か
ら
文
化
庁
へ
申
請
を

行
う
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
は
、
避
難
方
法
や
準
備
な

ど
の
広
報
を
行
い
周
知
を
計
っ

て
い
き
た
い
。

も
取
り
除
け
る
よ
う
、
必
要
な

物
資
の
備
蓄
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
る
。

  

町
で
は
ペ
ッ
ト
と
の
同
伴
避

難
へ
の
対
応
は
ど
う
考
え
て
い

る
か
。
ま
た
今
後
、
ペ
ッ
ト
連

れ
で
避
難
す
る
た
め
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
の
作
成
な
ど
、
町
と
し

て
で
き
る
対
策
は
あ
る
か
。

  

現
在
、
保
育
園
で
オ
ム
ツ
を

使
っ
て
い
る
子
ど
も
は
、
使
用

済
み
の
オ
ム
ツ
を
自
分
の
バ
ケ

ツ
や
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
て
毎

日
持
ち
帰
っ
て
い
る
。
コ
ロ
ナ

な
ど
の
ウ
イ
ル
ス
感
染
リ
ス
ク

や
胃
腸
炎
、
保
育
士
の
手
間
や

健
康
を
考
え
て
も
、
こ
の
持
ち

帰
り
シ
ス
テ
ム
を
廃
止
し
た
方

が
良
い
と
思
う
が
ど
う
か
。

 

こ
ど
も
健
康
推
進
課
長  

近

隣
の
上
田
市
、
東
御
市
、
青
木

村
、
立
科
町
の
現
状
を
確
認
し

た
が
、
い
ず
れ
も
ビ
ニ
ー
ル
袋

か
バ
ケ
ツ
で
の
持
ち
帰
り
対
応

と
な
っ
て
い
る
。
保
育
園
で
オ

ム
ツ
を
処
分
す
る
に
は
、
週
２

回
の
ゴ
ミ
収
集
日
ま
で
オ
ム
ツ

を
園
に
置
い
て
お
く
こ
と
に
な

り
、
不
衛
生
で
あ
る
上
保
管
場

所
の
確
保
の
問
題
も
あ
る
。
今

後
、
情
報
の
収
集
と
研
究
を
し

て
い
き
た
い
。　
　
　
（
抜
粋
）

一般質問
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旧
和
田
中
校
舎
の
今
後
の
活
用
方
針
は

国
の
登
録
文
化
財
に
申
請
す
る
予
定
で
あ
る

オ
ム
ツ
持
ち
帰
り
シ
ス
テ
ム
の
廃
止
を

い
く
つ
か
の
問
題
が
あ
る
が
、研
究
し
て
い
く

避
難
時
の
高
齢
者
や
女
性
の
た
め
の
備
蓄
も

必
要
な
物
資
の
備
蓄
を
進
め
て
い
く

阿部 由紀子
 議員

バケツとオムツ

　

旧
和
田
中
学
校
の
活
用
方
法
に
つ
い
て
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一般質問

  

予
期
せ
ぬ
災
害
時
に
、
町
民

の
安
心
・
安
全
を
確
保
す
る
た

め
の
「
災
害
時
応
援
協
定
」
を
、

ど
ん
な
企
業
や
他
の
自
治
体
等

と
の
間
で
結
ん
で
い
る
の
か
。

  

総
務
課
長  

災
害
時
の
道
路

や
水
路
の
応
急
対
応
や
応
援
協

力
に
関
し
て
は
、
長
和
町
建
設

業
協
会
や
県
建
設
業
協
会
上
小

支
部
、
上
小
森
林
組
合
等
と
合

計
７
件
の
協
定
を
締
結
し
て
い

る
。
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
維
持
の
た

め
中
部
電
力
や
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協

会
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
等
と
７
件
。
食
料

や
生
活
物
資
の
提
供
に
関
す
る

協
定
を
信
州
う
え
だ
農
協
や
コ 

ー
プ
な
が
の
と
２
件
。
他
の
自

治
体
と
の
応
援
協
定
は
、
長
野

県
や
下
諏
訪
町
、
目
黒
区
と
３

件
。
そ
の
他
、
要
配
慮
者
の
受

け
入
れ
で
依
田
窪
福
祉
会
や
Ｆ

Ｍ
と
う
み
と
４
件
、
合
計
23
件

の
協
定
を
締
結
し
て
い
ま
す
。

  
令
和
３
年
８
月
の
豪
雨
で
、

上
組
・
三
開
戸
橋
下
流
の
土
手

が
40
ｍ
に
渡
り
決
壊
し
た
。
結

果
、
約
４
千
万
円
の
経
費
が
か

か
り
、
令
和
４
年
２
月
に
改
修

工
事
は
終
了
し
た
。
こ
こ
は
、

令
和
元
年
の
19
号
台
風
で
土
手

の
石
が
抜
け
落
ち
、
流
れ
も
変

わ
り
、
危
険
が
予
見
で
き
た
場

所
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
場

合
は
災
害
復
旧
に
特
化
し
た
条

例
や
規
約
で
修
繕
で
き
な
か
っ

た
の
か
。
ま
た
、
ふ
る
さ
と
納

税
の
活
用
は
で
き
な
い
の
か
。

  

建
設
水
道
課
長 

河
川
法
第

９
条
１
項
に
よ
り
一
級
河
川
の

管
理
は
国
土
交
通
大
臣
が
行
う

と
さ
れ
、
現
在
長
野
県
上
田
建

設
事
務
所
が
維
持
管
理
し
て
い

る
。
被
災
個
所
に
つ
い
て
は
、

上
田
建
設
事
務
所
へ
そ
の
都
度

要
望
を
し
て
い
る
が
、
工
事
現

場
が
多
く
作
業
員
も
予
算
も
回

ら
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。
わ

ず
か
な
工
事
で
も
、
国
・
県
の

管
理
下
に
あ
り
、
町
と
し
て
は

粘
り
強
く「
要
望
」す
る
こ
と
し

か
で
き
な
い
。
ふ
る
さ
と
納
税

の
活
用
は
、「
復
興
支
援
寄
付
」

と
い
う
こ
と
で
５
３
０
万
円
程

  

和
田
中
と
南
部
中
の
統
合
に

あ
た
り
、
国
か
ら
５
年
間
通
学

バ
ス
の
補
助
金
３
５
０
万
円
が

出
て
い
る
が
、
今
年
度
限
り
で

打
ち
切
り
と
な
る
。
そ
の
対
策

は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

  

教
育
課
長  

「
へ
き
地
児
童

生
徒
援
助
費
等
補
助
金
」
は
学

校
統
合
に
伴
う
遠
距
離
通
学
補

助
と
し
て
５
年
間
の
期
限
が
あ

り
、
令
和
３
年
度
で
終
了
と
な

る
。
生
徒
の
授
業
や
部
活
動
に

支
障
が
出
な
い
よ
う
、
今
ま
で

通
り
登
下
校
時
に
各
２
便
の
通

学
バ
ス
を
運
行
し
て
い
く
。

ご
支
援
を
頂
い
た
。
こ
の
内
５ 

０
０
万
円
を
、
令
和
２
年
度
の

  

令
和
４
年
度
の
和
田
小
学
校

の
新
入
生
は
３
名
だ
が
、
他
学

年
と
組
ん
で
の
複
式
学
級
に
な

る
の
か
。
そ
の
時
、
教
員
の
配

置
は
ど
う
な
る
の
か
。

  

教
育
長  

２
年
生
も
３
名
で

１
年
生
と
合
わ
せ
て
６
名
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
１
年
生
と
２
年

生
が
複
式
学
級
と
な
る
。
長
野

県
で
は
国
の
基
準
よ
り
手
厚
く

教
員
を
配
置
し
て
い
る
が
、
隣

り
合
う
学
年
合
計
で
８
名
以
下

で
は
学
年
ご
と
の
配
置
に
は
な

ら
ず
、
２
学
年
合
わ
せ
て
１
名

の
教
員
配
置
と
な
る
。（
抜
粋
）

災
害
復
旧
費
の
財
源
と
し
て
使

用
し
た
。

「
災
害
時
応
援
協
定
」は
ど
こ
と
結
ん
で
い
る
か

建
設
業
協
会
や
中
部
電
力
な
ど
23
団
体
と
締
結

羽田 公夫
 議員

中
学
通
学
バ
ス
補
助
金
打
ち
切
り
へ
の
対
策
は

こ
れ
ま
で
と
同
じ
便
数
を
確
保
す
る

復旧した和田上組の堤防

　

安
心
・
安
全
な
町
づ
く
り
に
つ
い
て
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今
後
５
年
間
の
投
資
計
画

に
対
応
す
る
「
総
合
整
備
計
画

書
」
で
は
、
事
業
費
の
半
額
を

補
助
金
で
確
保
す
る
計
画
で
、

来
年
度
の
投
資
計
画
は
２
億
１ 

９
０
０
万
円
。
内
訳
は
国
庫
補

助
金
１
億
１
千
万
円
、
辺
地
債

１
億
１
千
万
円
で
あ
る
。
補
助

金
が
確
保
で
き
な
け
れ
ば
、
事

業
が
先
送
り
に
な
る
と
同
時
に

す
べ
て
の
事
業
を
辺
地
債
で
実

施
す
る
こ
と
に
な
り
、
５
年
間

の
総
事
業
費
31
億
７
９
０
０
万

円
の
20
％
、
６
億
３
５
８
０
万

円
の
元
利
償
還
金
を
、
新
会
社

は
施
設
利
用
料
と
し
て
町
に
支

払
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
を
回

避
す
る
た
め
に
は
補
助
金
の
獲

得
が
必
須
だ
が
、
今
年
度
不
採

択
に
な
っ
た
こ
と
を
見
て
も
、

補
助
金
頼
み
の
計
画
で
あ
り
甘

  

議
会
は
、
ス
キ
ー
場
の
経
営

状
況
に
問
題
が
あ
れ
ば
投
資
計

画
中
止
の
判
断
が
で
き
る
だ
け

の
情
報
を
把
握
し
て
お
く
必
要

が
あ
る
。「
㈱
マ
ウ
ン
ト
長
和
」

は
一
般
の
会
社
で
あ
る
が
、「
公

設
民
営
」の
重
要
性
を
考
慮
し
、

年
１
～
２
回
の
議
会
へ
の
経
営

報
告
を
要
望
す
る
。

す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
。

  
産
業
振
興
課
長 

有
利
な
起

債
に
も
上
限
が
あ
り
、
国
庫
補

助
の
獲
得
も
確
実
で
な
い
中
、

そ
の
都
度
事
業
の
見
直
し
や
経

営
改
善
等
を
行
い
、
経
営
の
健

全
化
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
る
。
現
在
国
庫
補
助

で
あ
る
観
光
庁
の
「
国
際
競
争

力
の
高
い
ス
ノ
ー
リ
ゾ
ー
ト
形

成
事
業
」
を
計
画
し
て
お
り
、

こ
の
補
助
金
の
獲
得
に
注
力
す

る
と
と
も
に
、
有
利
な
起
債
の

活
用
に
加
え
、
他
の
補
助
金
の

研
究
や
他
の
手
段
を
模
索
で
き

れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

  

産
業
振
興
課
長 

「
㈱
マ
ウ

ン
ト
長
和
」
は
98
％
町
出
資
の

振
興
公
社
と
は
異
な
る
。
会
社

法
で
は
、株
主
の
権
利
と
し
て
、

町
は
「
会
計
帳
簿
類
の
閲
覧
」

が
認
め
ら
れ
て
い
る
が
、
株
主

で
な
い
も
の
に
は
認
め
ら
れ
な

い
。
ま
た
、
情
報
を
知
り
得
る

株
主
が
第
三
者
に
報
告
等
を
す

る
こ
と
は
会
社
法
に
抵
触
す
る

可
能
性
が
あ
る
。
可
能
な
範
囲

内
で
、
指
定
管
理
者
制
度
に
基

づ
く
報
告
等
、
議
会
に
は
し
っ

か
り
と
対
応
す
る
。

  

「
可
能
な
範
囲
内
で
」
と
い

う
内
容
と
時
期
は
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

  

産
業
振
興
課
長 

新
会
社
の

事
業
年
度
は
４
月
１
日
か
ら
翌

年
の
３
月
31
日
ま
で
で
あ
る
。

決
算
等
を
議
決
す
る
株
主
総
会

は
、
６
月
末
日
ま
で
に
は
開
催

さ
れ
、
決
算
等
が
承
認
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
。

　

  

承
認
さ
れ
た
決
算
の
議
会
へ

の
説
明
に
つ
い
て
は
、
新
会
社

の
取
締
役
会
及
び
株
主
の
皆
様

と
、
説
明
内
容
や
説
明
時
期
に

つ
い
て
協
議
さ
せ
て
頂
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。　
　
（
抜
粋
）

補
助
金
頼
み
の
計
画
で
、甘
す
ぎ
る
の
で
は

補
助
金
獲
得
に
注
力
し
つ
つ
、他
の
手
段
も
模
索

田福 光規
 議員

議
会
へ
、毎
年
の
経
営
報
告
の
実
施
を

決
算
承
認
後
に
実
施
で
き
る
よ
う
協
議
す
る

ブランシュたかやまスキー場

　
「
ブ
ラ
ン
シ
ュ
た
か
や
ま
ス
キ
ー
場
」の
公
設
民
営
化
に
つ
い
て
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住
環
境
向
上
に
向
け
、空
き
家
対
策
に
助
成
は

対
策
計
画
を
策
定
し
、適
切
に
対
応
し
て
い
く

龍野 一幸
 議員

依
田
窪
病
院
を
ど
の
よ
う
な
病
院
に
す
る
の
か

住
民
に
寄
り
添
っ
た
医
療
体
制
の
継
続
を
目
指
す

  

令
和
３
年
度
中
に
、
危
険
空

き
家
含
む
空
き
家
の
最
新
数
値

を
ま
と
め
る
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
が
、
最
新
数
値
は
把
握
さ
れ

た
か
。

  

町
長  

地
域
住
民
の
生
命
・

身
体
・
財
産
の
保
護
、
生
活
環

境
の
保
全
、
空
き
家
等
の
活
用

に
向
け
た
対
策
が
必
要
で
あ
る

と
認
識
し
て
お
り
、
空
き
家
対

策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推

進
す
る
た
め
、
有
識
者
を
交
え

「
長
和
町
空
家
等
対
策
計
画
」の

策
定
を
進
め
て
い
る
。

  

建
設
水
道
課
長 

直
営
別
荘

地
の
空
き
家
数
は
36
棟
。
う
ち

危
険
家
屋
は
学
者
村
別
荘
地
で

６
棟
、
美
し
松
ハ
イ
ラ
ン
ド
別

荘
地
で
２
棟
で
あ
る
。

  

町
民
福
祉
課
長 

一
般
空
き

家
数
は
４
７
０
棟
で
、
平
成
25

年
の
調
査
か
ら
32
棟
減
少
し
て

い
る
。
危
険
空
き
家
数
に
つ
い

て
は
、
令
和
４
年
度
に
空
家
等

対
策
協
議
会
に
お
い
て
審
査
し

公
表
す
る
予
定
で
あ
る
。

  

当
町
で
、
国
の
特
措
法
に

基
づ
い
た
町
長
の
命
令
、
代
執

行
、
固
定
資
産
税
を
６
倍
に
し

た
等
の
事
例
は
あ
る
か
。

  

町
民
福
祉
課
長 

空
家
等
対

策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置

法
に
基
づ
い
た
立
ち
入
り
、
命

令
、
代
執
行
及
び
固
定
資
産
税

の
住
宅
用
地
特
例
の
対
象
か
ら

の
除
外
な
ど
は
無
い
。
長
和
町

空
き
家
等
の
適
正
管
理
に
関
す

る
条
例
に
基
づ
い
て
代
執
行
を

行
っ
た
ケ
ー
ス
は
平
成
24
年
度

に
１
件
あ
る
。

  

空
き
家
バ
ン
ク
公
開
か
ら
22

年
１
月
ま
で
の
登
録
数
と
購
入

数
、
当
初
か
ら
の
未
売
却
物
件

数
は
。
ま
た
、
残
存
物
件
に
対

し
て
町
は
定
期
的
な
確
認
を
し

て
い
る
か
。

  

企
画
財
政
課
長 

登
録
が
40

棟
、
購
入
が
21
棟
。
当
初
の
登

録
か
ら
売
却
等
さ
れ
ず
残
っ
て

い
る
物
件
は
14
棟
あ
る
。
空
き

家
バ
ン
ク
へ
の
登
録
後
も
管
理

は
所
有
者
で
あ
る
た
め
、
町
で

は
定
期
的
な
確
認
等
は
一
切
し

て
い
な
い
。

  
特
定
空
家
の
所
有
者
及
び
全

町
民
に
対
し
、
住
環
境
向
上
の

た
め
、
町
で
助
成
を
す
る
こ
と

は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

  

町
長  

人
口
減
少
と
高
齢
化

に
加
え
、
転
出
者
の
地
元
回
帰

率
の
減
少
等
の
社
会
的
な
背
景

も
あ
り
、
空
き
家
の
さ
ら
な
る

増
加
が
予
想
さ
れ
る
が
「
長
和

  

依
田
窪
病
院
も
公
立
病
院
等

統
廃
合
の
対
象
施
設
に
揚
げ
ら

れ
て
い
る
。
町
と
し
て
病
院
へ

の
繰
出
金
を
ど
う
活
用
し
、
ど

の
よ
う
な
病
院
に
し
た
い
と
考

え
て
い
る
の
か
。

  

町
長  

病
院
へ
の
負
担
金
の

う
ち
約
５
割
は
交
付
税
で
措
置

さ
れ
、
地
域
医
療
の
確
保
・
充

実
の
た
め
、
安
定
し
た
医
療
提

町
空
家
等
対
策
計
画
」
に
基
づ

き
、
協
議
会
と
も
連
携
を
と
り

な
が
ら
適
切
な
対
策
を
講
じ
て

い
く
。
特
定
空
き
家
に
つ
い
て

は
助
言
若
し
く
は
指
導
又
は
勧

告
を
行
い
、
必
要
で
あ
れ
ば
助

成
を
行
っ
て
い
く
。

  

企
画
財
政
課
長 

町
内
に
住

む
方
に
つ
い
て
は
、
現
在
お
住

ま
い
の
家
を
対
象
と
し
て
、
１

物
件
１
回
限
り
の
条
件
だ
が
、

産
業
振
興
課
で
所
管
す
る
「
住

ま
い
快
適
助
成
金
制
度
」
を
ご

活
用
頂
き
た
い
。

供
を
堅
持
し
て
い
く
た
め
の
資

金
で
あ
る
。
依
田
窪
病
院
は
こ

の
地
域
で
最
も
身
近
な
医
療
機

関
で
あ
り
、
医
療
の
維
持
向
上

と
、
住
民
に
寄
り
添
っ
た
医
療

体
制
の
継
続
を
目
指
し
、
永
く

存
続
で
き
る
よ
う
に
、
町
と
し

て
も
最
大
限
の
協
力
を
続
け
て

い
く
。　
　
　
　
　
　
（
抜
粋
）

　

空
き
家
に
つ
い
て
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● 
問
と
答
が
散
ら
ば
り
、
ま
と
ま
り
が
な
い
。

● 

グ
ラ
フ
化
し
て
も
い
い
の
で
は
。

● 

一
覧
に
し
て
、
興
味
を
引
い
た
件
を
ネ
ッ
ト

　

検
索
で
き
る
よ
う
に
し
て
は
。

● 

面
白
い
ペ
ー
ジ
で
は
な
い
が
、
必
要
な
ペ
ー

　

ジ
だ
と
思
う
。

● 

振
り
仮
名
が
あ
る
と
あ
り
が
た
い
。

● 

今
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
期
待
に
応
え
て
ほ
し
い
。

● 

協
力
隊
の
人
の
活
動
が
理
解
で
き
た
。

● 

写
真
を
大
き
く
し
て
顔
が
わ
か
る
よ
う
に
。

● 

協
力
隊
の
説
明
記
事
が
丁
寧
で
よ
か
っ
た
。

● 

表
を
活
用
す
る
の
は
ど
う
か
。

● 

急
に
横
書
き
に
な
っ
て
違
和
感
を
感
じ
る
。

● 

文
章
だ
け
だ
と
読
む
気
が
し
な
く
な
る
。

● 

問
題
点
や
課
題
に
つ
い
て
、
議
会
の
視
点
で

　

載
せ
て
ほ
し
い
。

　

２
月
２
日（
水
）、
８
日（
火
）に
「
第
２
期
議
会
だ
よ
り
モ
ニ
タ
ー
委
嘱

式
」
を
議
場
に
お
い
て
開
催
し
、
18
名
の
町
民
の
皆
様
に
「
議
会
だ
よ
り

モ
ニ
タ
ー
」
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
任
期
は
令
和
５
年
１
月
31
日
ま
で
の

１
年
間
で
、
早
速
、
第
65
号
か
ら
た
く
さ
ん
の
ご
意
見
を
頂
き
ま
し
た
。

● 「
表
紙
の
人
」と
し
て
氏
名
が
明
記
さ
れ
て
い

　

る
の
で
役
職
等
わ
か
り
や
す
い
。

● 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
議
会
だ
よ
り
が
読
め

　

る
よ
う
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
て
は
。

● 

よ
く
考
え
ら
れ
た
レ
イ
ア
ウ
ト
で
、
読
み
や

　

す
い
。
小
見
出
し
が
よ
い
。

● 

語
句
解
説
の
見
出
し
は〝
ゆ
る
い
〟方
が
よ
い
。

● 

一
般
的
に
は
こ
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
で
十
分
で
す
。

● 

皆
さ
ん
の
意
見
で
議
会
だ
よ
り
が
変
わ
っ
て

　

い
き
、
読
む
の
が
楽
し
み
に
な
っ
た
。

● 

こ
の
よ
う
な「
町
の
人
の
声
」が
読
み
た
い
。

● 

意
見
を
吹
き
出
し
に
す
る
な
ど
工
夫
を
。

〈常任委員会〉

〈初議会〉

〈議会懇談会〉

〈審議結果〉

〈表紙〉

〈一般質問〉〈モニター会議〉

　【 議会だよりモニターの視点 】（アンケートから抜粋）

第
２
期
議
会
だ
よ
り
モ
ニ
タ
ー
の
皆
様
と

第
２
期
議
会
だ
よ
り
モ
ニ
タ
ー
の
皆
様
と

さ
ら
に「
議
会
だ
よ
り
」を
改
善
し
ま
す
。

さ
ら
に「
議
会
だ
よ
り
」を
改
善
し
ま
す
。
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■ 

３
月
14
日（
月
）に
、依
田
窪
医
療
福
祉

事
務
組
合
令
和
４
年
３
月
第
１
回
定
例

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
令
和
４
年
度

予
算
案
５
件
、
令
和
３
年
度
補
正
予
算

案
３
件
に
つ
い
て
審
議
し
、
採
決
の
結

果
、
す
べ
て
全
員
賛
成
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

　
　
（
23
ペ
ー
ジ
に
予
算
資
料
等
を
掲
載
）

■ 

令
和
３
年
度
は
、
病
院
の
最
優
先
課
題

で
あ
っ
た
医
師
確
保
の
取
り
組
み
が
実

り
つ
つ
あ
り
、
４
月
よ
り
常
勤
の
内
科

医
師
が
１
名
増
え
、
内
科
医
師
６
名
と

整
形
外
科
医
５
名
、
外
科
医
１
名
の
常

勤
体
制
で
診
察
が
行
わ
れ
て
き
た
。
ま

た
、
小
児
科
医
師
に
勤
務
頂
い
て
、
患

者
数
も
増
え
、
地
域
の
乳
幼
児
健
診
や

保
育
園
、
小
学
校
の
校
医
の
役
も
担
っ

て
頂
い
て
い
る
。

■ 

老
人
保
健
施
設
「
い
こ
い
」
の
施
設
長 

石
橋
久
夫
先
生
が
令
和
４
年
３
月
で
退

任
さ
れ
、
議
会
終
了
後
に
退
任
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
　

石
橋
先
生
は
、
昭
和
60
年
よ
り
依
田

窪
病
院
外
科
医
師
と
し
て
勤
務
さ
れ
、

介
護
保
険
制
度
が
始
ま
っ
た
平
成
14
年

か
ら
は
依
田
窪
老
人
保
健
施
設
い
こ
い

■ 

３
月
14
日（
月
）に
、中
学
校
組
合
議
会

令
和
４
年
３
月
第
１
回
定
例
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
令
和
４
年
度
予
算
案
、

令
和
３
年
度
補
正
予
算
案
に
つ
い
て
審

議
し
、
採
決
の
結
果
、
全
員
賛
成
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

■
令
和
３
年
度
上
田
市
長
和
町
中
学
校

組
合
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

　
　

予
算
の
総
額
を
１
０
１
０
万
円
減
額

し
１
億
２
２
９
４
万
１
千
円
と
す
る
。

教
育
費
で
、
会
計
年
度
任
用
職
員
１
名

の
減
等
に
よ
り
９
８
０
万
円
の
減
。

　
　
　
　
　
（
報
告
：
田
福
光
規 

議
員
）

上
田
地
域
広
域
連
合

議
会
報
告

上
田
市
長
和
町
中
学

校
組
合
議
会
報
告

依
田
窪
医
療
福
祉
事

務
組
合
議
会
報
告

■ 

令
和
４
年
２
月
28
日（
月
）、３
月
２
日

（
水
）、
上
田
地
域
広
域
連
合
議
会
２
月

定
例
会
が
開
催
さ
れ
、
条
例
の
一
部
改

正
、
令
和
３
年
度
補
正
予
算
、
令
和
４

年
度
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
予
算
に

つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
、
全
て
の
議
案

が
全
員
賛
成
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

■
冒
頭
、
連
合
長
挨
拶
で
「
最
重
要
課

題
で
あ
る
資
源
循
環
型
施
設
建
設
に
つ

い
て
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

た
い
」と
力
強
い
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
（
報
告
：
渡
辺
久
人 

議
員
）

令和４年度 中学校組合一般会計予算（単位：千円）

会　計 令和４年度 比較増減

議会費 175 0

総務費 総務管理費 951 △ 2,016

監査委員費 49 0

教育費 教育総務費 10,646 373

中学校費 96,024 △ 9,007

公債費 14,125 1,940

予備費 1,230 △ 90

合計 123,200 △ 8,800

令和４年度 上田地域広域連合予算（単位：千円）

会　計 令和４年度 前年比増減

  一般会計 2,099,014 40,678

（保健衛生費：医療関連） 113,655 △ 9,188

（依田窪斎場費） 40,233 2,364

（丸子クリーンセンター費） 294,764 14,150

  ふるさと基金特別会計 107,017 5,625

  介護保険特別会計 224,975 5,148

  消防特別会計 2,534,308 36,965

合　計 4,965,314 88,416

長和町負担金 239,397 17,811

〈
永
代
人
馬
施
行
所（
和
田
・
接
待
）〉

  　

国
道
１
４
２
号
男
女
倉
口
か
ら
、
車

で
旧
道
を
、
ま
た
は
徒
歩
で
旧
中
山
道

を
、約
１
・
５
㎞
進
ん
だ
和
田
峠
ま
で
の

途
中
に
、
草
葺
寄
棟
造
の
民
家
「
永
代

人
馬
施
行
所
」
が
あ
り
ま
す
。

　

  

現
在
の
建
物
は
、
昭
和
58
年
に
保
存

整
備
さ
れ
た
も
の
で
、
ベ
ン
チ
と
水
呑

場
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
４
月
か
ら

11
月
ま
で

は
入
口
を

開
放
し
て

あ
り
、
往

時
の
生
活

を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

  

中
山
道
施
行
所
は
、
江
戸
の
豪
商
が

中
山
道
の
旅
の
難
儀
を
助
け
よ
う
と
金

千
両
を
幕
府
に
寄
付
、
幕
府
が
そ
の
金

の
利
子
百
両
を
二
分
し
て
碓
氷
峠
の
坂

本
宿
と
和
田
宿
に
下
付
し
、
文
政
11
年 

（
１
８
２
８
年
）に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

11
月
か
ら
３
月
ま
で
、
峠
を
越
え
る
旅

人
に
粥
と
た
き
火
を
、
牛
馬
に
は
年
中

桶
一
杯
の
煮
麦
を
施
行
。
そ
の
後
山
抜

け
に
よ
り
流
失
し
た
が
再
建
さ
れ
、
明

治
３
年
ま
で
続
け
ら
れ
ま
し
た
。

★
表
紙
写
真
の
説
明★
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の
施
設
長
と
し
て
、
長
年
、
長
和
町
と

依
田
窪
地
域
の
医
療
や
介
護
環
境
の
充

実
に
献
身
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
の
多
大
な
ご
貢
献
に
感
謝
し
、

益
々
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　（
報
告
：
羽
田
公
夫 

議
員
）

●
12
月
議
会
か
ら
新
し
い
議
員
が
加

わ
っ
て
一
般
質
問
も
活
発
に
な
り
、

こ
れ
ま
で
に
な
い
新
た
な
視
点
で
の

討
論
や
意
見
も
出
る
の
で
は
と
期
待

し
て
い
ま
す
。
●
議
会
だ
よ
り
モ

ニ
タ
ー
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
、
議
会
や

町
に
対
す
る
疑
問
や
質
問
が
出
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
問
い
に
も
こ
こ
で

少
し
ず
つ
答
え
て
い
き
ま
す
。

 

「
議
席
番
号
っ
て
何
？
」

 

本
会
議
場
で
議
会
議
員
が
座
る

席
を
議
席
と
い
い
、
初
議
会
で
議

長
が
定
め
ま
す
。
番
号
順
は
議
会

に
よ
っ
て
異
な
り
、
長
和
町
議
会

で
は
当
選
回
数
が
少
な
い
議
員
か

ら
、
年
齢
が
若
い
順
に
１
番
か
ら

定
め
、
副
議
長
を
９
番
、
議
長
を

10
番
と
す
る
こ
と
が
慣
例
で
す
。

議
席
に
は
議
席
番
号
と
議
員
名
を

入
れ
た
標
柱
が
あ
り
、
出
席
時
は

標
柱
を
立
て
ま
す
。

 

「
一
般
質
問
っ
て
何
？
」

 

委
員
会
等
で
の
質
疑
は
、
議
題

と
な
る
議
案
に
つ
い
て
説
明
が
不

足
す
る
事
項
等
に
つ
い
て
疑
問
点

を
質
す
こ
と
。
一
般
質
問
は
、
町

政
全
般
に
渡
っ
て
町
の
方
針
や
町

長
の
考
え
、
事
業
の
現
状
や
見
通

し
な
ど
に
つ
い
て
問
い
質
す
も
の

で
、
議
員
か
ら
提
言
を
す
る
こ
と

も
で
き
、
議
員
が
議
題
と
論
点
を

決
め
ら
れ
る
も
の
で
す
。
年
４
回

の
定
例
会
で
行
わ
れ
、
質
問
時
間

は
議
員
の
質
問
と
行
政
の
答
弁
を

合
わ
せ
て
60
分
以
内
で
す
。

■
次
回
か
ら
は
、
本
会
議
と
委
員
会

に
つ
い
て
概
説
し
ま
す
。

森
田
議
長
の〝
議
会
概
説
〟⑸

■
マ
チ
イ
ロ
ア
プ
リ
を
入
れ
る
と
、

ス
マ
ホ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
な
が
わ

ま
ち
議
会
だ
よ
り
を
見
る
こ
と
が

　
で
き
ま
す
。

令和４年度 医療福祉事務組合関係予算（単位：千円）

会　計 令和４年度 令和３年度 比較増減

一般会計 242 242 0

病院 事業収支 3,315,492 3,104,024 211,468

病院 資本的支出＊ 544,555 783,619 △239,064

老人保健施設 557,968 557,900 680

訪問看護ステーション 53,785 50,045 3,740

居宅介護支援事業所 33,302 27,131 6,171

＊資本的支出とは、将来の病院経営活動に備えて行う建設改良
　及びそれに係る企業債償還金などの支出をいう。

令和４年度 組織市町負担金（単位：千円）

長和町 上田市 合計
金額 395,014 216,685 611,6998
負担割合 64％ 36％ 100％

令和４年度 依田窪病院業務予定量（計画量）

病床数 131 床

年間患者数
外来 62,208 人
入院 40,150 人

平均患者数／日
外来 256 人
入院 110 人

和田診療所
年間患者数 1,924 人

平均患者数／日 13 人

□ 石橋久夫先生の退任式／院長、理事者、医療福祉事務組合議会議員

議席の標柱



な
が
わ
ま
ち

議
会
だ
よ
り

第６６号

令
和
４
年（
２
０
２
２
年
）
５
月
１
日 

発
行

■ 町政や議会、「議会だより」に関するご意見やご感想をお寄せ下さい。
■ 長和町議会事務局　〒386-0603  長野県小県郡長和町古町 4247-1
　　　　　　　　電話：0268-75-2059 ／ FAX：0268-68-4139 ／メール：gikai@town.nagawa.nagano.jp

ながわまち
議会だより

広報常任委員会

委員長  佐藤  恵一
委　員  阿部由紀子

 田福 光規
 原田 恵召
 渡辺 久人

編　集  森田  公明

▼
昨
年
12
月
よ
り
町

議
会
議
員
と
な
り
ま

し
た
新
米
議
員
の
阿

部
で
す
。
一
般
質
問

の
準
備
や
議
会
の
通

知
な
ど
と
共
に
来
る

資
料
の
山
に
目
を
回

し
な
が
ら
も
日
々
奮

闘
し
て
い
る
毎
日
で

す
。
▼
こ
の
度
、
広

報
常
任
委
員
会
の
副
委
員
長
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
は
、「
議
会
だ
よ
り
」
に
た

ま
に
目
を
通
す
く
ら
い
で
、
内
容
が
難
し

く
分
か
り
づ
ら
い
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。

で
す
の
で
、「
私
み
た
い
な
誰
か
」
に
も
伝

わ
る
よ
う
な「
議
会
だ
よ
り
」に
な
る
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
▼
堅
苦
し
く

感
じ
て
し
ま
う
内
容
も
す
べ
て
私
た
ち
の

暮
ら
す
町
の
事
。
政
治
は
自
分
た
ち
の
暮

ら
し
そ
の
も
の
な
の
だ
と
気
づ
い
た
今
、

「
議
会
だ
よ
り
」を
通
し
て
ぜ
ひ
町
の
事
に

関
心
を
持
っ
て
知
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
嬉

し
い
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

 

長和町
あの人を訪ねて

—第１２回—

　     　 　   なんこう　    はな  　  　　　　

　　 南河    花 さん
　　  　 （姫木第一）

略歴・活動
1969年生まれ関西出身。情報誌・広
告制作の仕事に就き、大阪・東京・
神戸・金沢・横浜・西宮と様々な街
で暮らす。秋の風景にひと目惚れし
て長和町民に。2006年〜家族で営
む宿で料理全般担当。厨房にいるか
読書をしていればご機嫌。

広
報
常
任
委
員
会
が
町
民
の
皆
さ
ま
を
訪
ね
て
、
意
見
や
活
動
を
お
聞
き
し
ま
す
。

  

宿
の
仕
事
に
就
い
た
き
っ
か
け

は
な
ん
で
す
か
。

  

宿
屋
の
夫
と
の
結
婚
で
す
。
も

と
も
と
食
べ
る
こ
と
が
好
き
で
、
多

忙
な
仕
事
生
活
で
も
ご
飯
は
絶
対
ち 

ゃ
ん
と
食
べ
た
い
タ
イ
プ
。
料
理
を

す
る
時
間
が
息
抜
き
で
し
た
。
「
い

つ
か
小
さ
な
食
堂
を
」
と
い
う
夢
を

持
っ
て
少
し
ず
つ
勉
強
し
て
い
た
の

で
、
す
ん
な
り
転
職
で
き
ま
し
た
。

前
職
と
は
全
く
の
畑
違
い
の
よ
う
で

す
が
『
ど
ん
な
人
に
何
を
ど
ん
な
風

に
伝
え
る
か
』
と
い
う
考
え
方
の
基

本
は
、
宿
泊
業
で
も
、
そ
の
ま
ま
活

か
さ
れ
て
い
ま
す
。
学
生
時
代
の
ペ

ン
シ
ョ
ン
居
候
経
験
も
強
み
に
な
っ

て
い
ま
す
。

  

宿
の
食
事
を
作
る
中
で
感
じ
て

い
る
こ
と
は
。

  

滞
在
時
間
が
長
く
朝
夕
２
回
で

あ
る
こ
と
が
、
一
般
の
飲
食
店
と
の

違
い
で
す
。旅
の
目
的
は
レ
ジ
ャ
ー
、

ス
ポ
ー
ツ
、休
養
な
ど
人
そ
れ
ぞ
れ
。

ご
希
望
や
条
件
に
合
わ
せ
、
食
べ
易

さ
や
消
化
の
こ
と
も
考
え
て
地
元
食

材
の
提
供
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。
移

住
し
て
、
水
の
美
味
し
さ
野
菜
の
新

鮮
さ
、野
生
食
材
の
豊
富
さ
に
驚
き
、

こ
の
土
地
独
特
の
知
識
や
技
術
を
持

つ
方
々
に
出
逢
い
ま
し
た
。
そ
う
い

う
生
産
者
や
商
工
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
の
方
と
の
繫
り
を
活

か
し
て
、
長
和
町
の
魅
力
が

伝
わ
る
料
理
お
も
て
な
し
を

と
考
え
て
い
ま
す
。
都
会
暮

ら
し
の
人
に
は
果
樹
が
連
な

る
風
景
も
山
菜
も
狩
猟
も
草

刈
り
も
除
雪
も
軽
ト
ラ
ッ
ク

さ
え
も
非
日
常
！
私
自
身
、

移
住
者
だ
か
ら
こ
そ
の
視
点

や
感
覚
が
錆
び
な
い
よ
う
に

「
そ
れ
何
？
教
え
て
く
だ
さ

い
」
と
い
う
姿
勢
で
在
り
続

け
た
い
で
す
。

   

今
後
の
課
題
は
。

  

子
育
て
一
段
落
を
機
に
、
夢
で

あ
っ
た
食
堂
を
宿
の
一
部
門
と
し
て

始
め
ま
し
た
。
非
日
常
を
意
識
し
た

宿
の
食
事
と
は
逆
に
日
常
の
ご
飯
が

コ
ン
セ
プ
ト
。
賄
い
や
家
族
の
お
弁

当
を
食
べ
た
い
と
い
う
お
客
様
や
友

人
の
声
が
後
押
し
し
て
く
れ
ま
し

た
。
町
内
で
も
足
を
運
ん
だ
こ
と
の

な
い
人
が
多
い
姫
木
平
。
数
十
分
の

ド
ラ
イ
ブ
で
小
旅
行
気
分
を
味
わ
え

ま
す
。
気
分
転
換
や
ひ
と
り
時
間
、

大
切
な
人
と
の
時
間
を
過
ご
し
に
、

近
隣
の
方
が
ふ
ら
り
と
訪
れ
る
場
所

に
し
た
い
で
す
。

長和町議会議員から長和町議会議員から
町民の皆様へ町民の皆様へ

　議会から町民の皆様へのお知らせ
や議員の考えなどを掲載しています。
第６６号は、  阿部由紀子 議員です。


